
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令

内
閣
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
、
第
三
条
第
三
項
、
第
十
二
条
第
二
項
（
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
第
四
項
、
第
二

十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
三
項
、
第
二
十
八
条
及
び
附
則
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
定
施
設
）

第
一
条
　
水
質
汚
濁
防
止
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

（
カ
ド
ミ
ウ
ム
等
の
物
質
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
物
質
は
、
次
に
掲
げ
る
物
質
と
す
る
。

一
　
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

二
　
シ
ア
ン
化
合
物

三
　
有
機

り
ん燐

化
合
物
（
ジ
エ
チ
ル
パ
ラ
ニ
ト
ロ
フ
エ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
（
別
名
パ
ラ
チ
オ
ン
）
、
ジ
メ
チ
ル
パ
ラ
ニ
ト
ロ
フ
エ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
（
別
名
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
）
、
ジ
メ
チ
ル
エ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
ト
エ
チ

ル
チ
オ
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
（
別
名
メ
チ
ル
ジ
メ
ト
ン
）
及
び
エ
チ
ル
パ
ラ
ニ
ト
ロ
フ
エ
ニ
ル
チ
オ
ノ
ベ
ン
ゼ
ン
ホ
ス
ホ
ネ
イ
ト
（
別
名
Ｅ
Ｐ
Ｎ
）
に
限
る
。
）

四
　
鉛
及
び
そ
の
化
合
物

五
　
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

六
　

ひ砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

七
　
水
銀
及
び
ア
ル
キ
ル
水
銀
そ
の
他
の
水
銀
化
合
物

八
　
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

九
　
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

十
　
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

十
一
　
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

十
二
　
四
塩
化
炭
素

十
三
　
一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

十
四
　
一
・
一―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

十
五
　
一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

十
六
　
一
・
一
・
一―

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

十
七
　
一
・
一
・
二―

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

十
八
　
一
・
三―

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

十
九
　
テ
ト
ラ
メ
チ
ル
チ
ウ
ラ
ム
ジ
ス
ル
フ
イ
ド
（
別
名
チ
ウ
ラ
ム
）

二
十
　
二―

ク
ロ
ロ―

四
・
六―

ビ
ス
（
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）―

ｓ―

ト
リ
ア
ジ
ン
（
別
名
シ
マ
ジ
ン
）

二
十
一
　
Ｓ―

四―

ク
ロ
ロ
ベ
ン
ジ
ル＝

Ｎ
・
Ｎ―

ジ
エ
チ
ル
チ
オ
カ
ル
バ
マ
ー
ト
（
別
名
チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ
）

二
十
二
　
ベ
ン
ゼ
ン

二
十
三
　
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
四
　
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
五
　
ふ
つ
素
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
六
　
ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
化
合
物
、
亜
硝
酸
化
合
物
及
び
硝
酸
化
合
物

二
十
七
　
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

二
十
八
　
一
・
四―

ジ
オ
キ
サ
ン

（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
等
の
項
目
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
項
目
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
と
す
る
。

一
　
水
素
イ
オ
ン
濃
度

二
　
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
及
び
化
学
的
酸
素
要
求
量

三
　
浮
遊
物
質
量

四
　
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
抽
出
物
質
含
有
量

五
　
フ
エ
ノ
ー
ル
類
含
有
量

六
　
銅
含
有
量

七
　
亜
鉛
含
有
量

八
　
溶
解
性
鉄
含
有
量
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九
　
溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
含
有
量

十
　
ク
ロ
ム
含
有
量

十
一
　
大
腸
菌
数

十
二
　
窒
素
又
は

り
ん燐

の
含
有
量
（
湖
沼
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
又
は
海
洋
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
著
し
い
増
殖
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
第
四
条
の
二
に
お
い
て
同

じ
。
）

２
　
環
境
大
臣
は
、
前
項
第
十
二
号
の
環
境
省
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
地
域
特
定
施
設
）

第
三
条
の
二
　
法
第
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
二
百
一
人
以
上

五
百
人
以
下
の
し
尿
浄
化
槽
と
す
る
。

（
指
定
物
質
）

第
三
条
の
三
　
法
第
二
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
物
質
は
、
次
に
掲
げ
る
物
質
と
す
る
。

一
　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

二
　
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

三
　
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン

四
　
過
酸
化
水
素

五
　
塩
化
水
素

六
　
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

七
　
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

八
　
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム

九
　
ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド

十
　
ア
ク
リ
ル
酸

十
一
　
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

十
二
　
二
硫
化
炭
素

十
三
　
酢
酸
エ
チ
ル

十
四
　
メ
チ
ル―

タ
ー
シ
ヤ
リ―

ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
）

十
五
　
硫
酸

十
六
　
ホ
ス
ゲ
ン

十
七
　
一
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン

十
八
　
ク
ロ
ル
ス
ル
ホ
ン
酸

十
九
　
塩
化
チ
オ
ニ
ル

二
十
　
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

二
十
一
　
硫
酸
ジ
メ
チ
ル

二
十
二
　
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン

二
十
三
　
り
ん
酸
ジ
メ
チ
ル＝

二
・
二―

ジ
ク
ロ
ロ
ビ
ニ
ル
（
別
名
ジ
ク
ロ
ル
ボ
ス
又
は
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
）

二
十
四
　
ジ
メ
チ
ル
エ
チ
ル
ス
ル
フ
イ
ニ
ル
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
（
別
名
オ
キ
シ
デ
プ
ロ
ホ
ス
又
は
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）

二
十
五
　
ト
ル
エ
ン

二
十
六
　
エ
ピ
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン

二
十
七
　
ス
チ
レ
ン

二
十
八
　
キ
シ
レ
ン

二
十
九
　
パ
ラ―

ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

三
十
　
Ｎ―

メ
チ
ル
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
二―

セ
カ
ン
ダ
リ―

ブ
チ
ル
フ
エ
ニ
ル
（
別
名
フ
エ
ノ
ブ
カ
ル
ブ
又
は
Ｂ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）

三
十
一
　
三
・
五―

ジ
ク
ロ
ロ―

Ｎ―

（
一
・
一―

ジ
メ
チ
ル―

二―

プ
ロ
ピ
ニ
ル
）
ベ
ン
ズ
ア
ミ
ド
（
別
名
プ
ロ
ピ
ザ
ミ
ド
）

三
十
二
　
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
イ
ソ
フ
タ
ロ
ニ
ト
リ
ル
（
別
名
ク
ロ
ロ
タ
ロ
ニ
ル
又
は
Ｔ
Ｐ
Ｎ
）

三
十
三
　
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ―

ジ
メ
チ
ル―

Ｏ―

（
三―

メ
チ
ル―

四―

ニ
ト
ロ
フ
エ
ニ
ル
）
（
別
名
フ
エ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン
又
は
Ｍ
Ｅ
Ｐ
）

三
十
四
　
チ
オ
り
ん
酸
Ｓ―

ベ
ン
ジ
ル―

Ｏ
・
Ｏ―

ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
（
別
名
イ
プ
ロ
ベ
ン
ホ
ス
又
は
Ｉ
Ｂ
Ｐ
）

三
十
五
　
一
・
三―

ジ
チ
オ
ラ
ン―

二―

イ
リ
デ
ン
マ
ロ
ン
酸
ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
（
別
名
イ
ソ
プ
ロ
チ
オ
ラ
ン
）

三
十
六
　
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ―

ジ
エ
チ
ル―

Ｏ―

（
二―

イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル―

六―

メ
チ
ル―

四―

ピ
リ
ミ
ジ
ニ
ル
）
（
別
名
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
）
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三
十
七
　
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ―

ジ
エ
チ
ル―

Ｏ―

（
五―

フ
エ
ニ
ル―

三―

イ
ソ
オ
キ
サ
ゾ
リ
ル
）
（
別
名
イ
ソ
キ
サ
チ
オ
ン
）

三
十
八
　
四―

ニ
ト
ロ
フ
エ
ニ
ル―

二
・
四
・
六―

ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
エ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
ク
ロ
ル
ニ
ト
ロ
フ
エ
ン
又
は
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）

三
十
九
　
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ―

ジ
エ
チ
ル―

Ｏ―

（
三
・
五
・
六―

ト
リ
ク
ロ
ロ―

二―

ピ
リ
ジ
ル
）
（
別
名
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
）

四
十
　
フ
タ
ル
酸
ビ
ス
（
二―

エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
）

四
十
一
　
エ
チ
ル＝

（
Ｚ
）―

三―

［
Ｎ―

ベ
ン
ジ
ル―

Ｎ―

［
［
メ
チ
ル
（
一―

メ
チ
ル
チ
オ
エ
チ
リ
デ
ン
ア
ミ
ノ
オ
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
チ
オ
］
ア
ミ
ノ
］
プ
ロ
ピ
オ
ナ
ー
ト
（
別
名
ア
ラ
ニ
カ
ル
ブ
）

四
十
二
　
一
・
二
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
八―

オ
ク
タ
ク
ロ
ロ―

二
・
三
・
三
ａ
・
四
・
七
・
七
ａ―

ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ―

四
・
七―

メ
タ
ノ―

一
Ｈ―

イ
ン
デ
ン
（
別
名
ク
ロ
ル
デ
ン
）

四
十
三
　
臭
素

四
十
四
　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

四
十
五
　
ニ
ツ
ケ
ル
及
び
そ
の
化
合
物

四
十
六
　
モ
リ
ブ
デ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

四
十
七
　
ア
ン
チ
モ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

四
十
八
　
塩
素
酸
及
び
そ
の
塩

四
十
九
　
臭
素
酸
及
び
そ
の
塩

五
十
　
ク
ロ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
（
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
を
除
く
。
）

五
十
一
　
マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
二
　
鉄
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
三
　
銅
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
四
　
亜
鉛
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
五
　
フ
エ
ノ
ー
ル
類
及
び
そ
の
塩
類

五
十
六
　
一
・
三
・
五
・
七―

テ
ト
ラ
ア
ザ
ト
リ
シ
ク
ロ
［
三
・
三
・
一
・

三
・
七

一

］
デ
カ
ン
（
別
名
ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
テ
ト
ラ
ミ
ン
）

五
十
七
　
ア
ニ
リ
ン

五
十
八
　
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
（
別
名
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
及
び
そ
の
塩

五
十
九
　
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
（
オ
ク
タ
ン―

一―

ス
ル
ホ
ン
酸
）
（
別
名
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
）
及
び
そ
の
塩

六
十
　
直
鎖
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
及
び
そ
の
塩

（
油
）

第
三
条
の
四
　
法
第
二
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
油
は
、
次
に
掲
げ
る
油
と
す
る
。

一
　
原
油

二
　
重
油

三
　
潤
滑
油

四
　
軽
油

五
　
灯
油

六
　
揮
発
油

七
　
動
植
物
油

（
貯
油
施
設
等
）

第
三
条
の
五
　
法
第
二
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一
　
前
条
の
油
を
貯
蔵
す
る
貯
油
施
設

二
　
前
条
の
油
を
含
む
水
を
処
理
す
る
油
水
分
離
施
設

（
排
水
基
準
に
関
す
る
条
例
の
基
準
）

第
四
条
　
法
第
三
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
水
質
の
汚
濁
に
係
る
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
の
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
基
準
（
以
下
「
水
質
環
境
基
準
」
と
い
う
。
）
が
定
め
ら

れ
て
い
る
と
き
は
、
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
（
農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
対
策
地
域
に
お
け
る
農
用
地
の

土
壌
の
同
法
第
二
条
第
三
項
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
水
質
環
境
基
準
を
基
準
と
せ
ず
定
め
ら
れ
る
条
例
の
規
定
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
水
質
環
境
基
準
が
維
持
さ
れ
る
た
め
必
要
か
つ
十
分
な
程
度
の
許

容
限
度
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
指
定
項
目
、
指
定
水
域
及
び
指
定
地
域
）

第
四
条
の
二
　
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
項
目
は
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
及
び
窒
素
又
は

り
ん燐

の
含
有
量
と
し
、
当
該
項
目
ご
と
の
同
項
の
政
令
で
定
め
る
水
域
は
、
い
ず
れ
も
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

同
項
の
政
令
で
定
め
る
地
域
は
、
当
該
水
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

館
山
市
洲
埼
か
ら
三
浦
市
剱
埼
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域

別
表
第
二
第
一
号
に
掲
げ
る
区
域
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愛
知
県
伊
良
湖
岬
か
ら
三
重
県
大
王
埼
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域

別
表
第
二
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域

和
歌
山
県
日
ノ
御
埼
か
ら
徳
島
県
伊
島
及
び
前
島
を
経
て
蒲
生
田
岬
ま
で
引
い
た
線
、
愛
媛
県
高
茂
埼
か
ら
大
分
県
鶴
御
埼
ま
で
引
い
た
線
、
山
口
県
特
牛
灯
台
か
ら
同
県
角
島
通
瀬
埼
ま
で
引
い
た

線
、
同
埼
か
ら
福
岡
県
妙
見
埼
ま
で
引
い
た
線
並
び
に
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域

別
表
第
二
第
三
号
に
掲
げ
る
区
域

（
法
第
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
総
量
）

第
四
条
の
三
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
総
量
は
、
当
該
指
定
地
域
に
お
け
る
人
口
及
び
産
業
の
動
向
そ
の
他
の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
を
基
礎
と
し
、
発
生
源
別
の
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
の
た
め
に
採
ら
れ
た
措
置
を

考
慮
し
て
、
目
標
年
度
に
お
い
て
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
水
の
発
生
源
別
の
汚
濁
負
荷
量
に
つ
き
、
目
標
年
度
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
技
術
の
水
準
、
下
水
道
の
整
備
及
び
汚
水
又
は

廃
液
の
処
理
施
設
の
設
置
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
実
施
可
能
な
限
度
に
お
い
て
削
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
当
該
指
定
水
域
に
流
入
す
る
と
見
込
ま
れ
る
水
の
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
を
算
定
す
る
こ
と
に
よ
り
求
め
る
も
の
と
す

る
。

（
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
施
設
）

第
四
条
の
四
　
法
第
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
指
定
施
設
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
物
質
を
含
む
液
状
の
物
を
貯
蔵
す
る
指
定
施
設
と
す
る
。

（
法
第
十
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
）

第
五
条
　
法
第
十
二
条
第
二
項
（
法
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

（
緊
急
時
）

第
六
条
　
法
第
十
八
条
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
条
に
規
定
す
る
区
域
に
つ
い
て
、
異
常
な
渇
水
、
潮
流
の
変
化
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
自
然
的
条
件
の
変
化
に
よ
り
、
公
共
用
水
域
の
水
質
の
汚
濁
が
水
質
環
境
基
準
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
水
質
の
汚
濁
の
程
度
の
二
倍
に
相
当
す
る
程
度
（
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
物
質
に
よ
る
水
質
の
汚
濁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
物
質
に
係
る
水
質
環
境
基
準
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
水
質
の
汚
濁
の
程
度
に
相
当
す
る
程
度
）

を
こ
え
る
状
態
が
生
じ
、
か
つ
、
そ
の
状
態
が
相
当
日
数
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
す
る
。

（
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
）

第
七
条
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
環
境
基
本
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
審
議
会
等
」
と
い
う
。
）
が
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
事
務
を
行
う
場
合
に
は
、
審
議
会
等
を
組
織
す
る
委
員

又
は
当
該
委
員
と
と
も
に
そ
の
事
務
を
行
う
臨
時
委
員
そ
の
他
の
特
別
の
委
員
に
、
国
の
関
係
地
方
行
政
機
関
の
長
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
指
名
す
る
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
国
の
関
係
地
方
行
政
機
関
の
長
等
」
と
い
う
。
）
を
含

む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二
　
審
議
会
等
に
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
事
務
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
部
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
組
織
を
置
く
場
合
に
は
、
当
該
合
議
制
の
組
織
の
委
員
に
、
国
の
関
係
地
方
行
政
機
関
の
長
等
を
含
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。

（
報
告
及
び
検
査
）

第
八
条
　
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
事
業
場
の
設
置
者
（
当
該
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
水
を
排
出
し
、
又
は
特
定
地
下
浸
透
水
を
浸
透
さ
せ
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
又
は
設
置
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
特
定
施
設
の
使
用
の
方
法
、
汚
水
等
の
処
理
の
方
法
、
排
出
水
の
汚
染
状
態
及
び
量
（
指
定
地
域
内
の
特
定
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
排
水
系
統
別
の
汚
染
状
態
及
び
量

を
含
む
。
）
、
特
定
地
下
浸
透
水
の
浸
透
の
方
法
並
び
に
法
第
五
条
第
一
項
第
九
号
及
び
同
条
第
二
項
第
八
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
事
業
場
若
し
く
は
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
事
業
場
の
設
置
者
（
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
設
置

者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
特
定
施
設
又
は
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
施
設
の
使
用
の
方
法
及
び
法
第
五
条
第
三
項
第
六
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
職
員
に
、
特
定
事
業
場
又
は
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
特
定
施
設
及
び
汚
水
等
の
処
理
施
設
、
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
施
設
並

び
に
こ
れ
ら
の
関
連
施
設
、
特
定
施
設
に
お
い
て
使
用
す
る
原
料
、
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
施
設
に
お
い
て
貯
蔵
す
る
物
、
当
該
特
定
事
業
場
又
は
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
事
業
場
の
敷
地
内
の
土
壌
及
び
地
下
水
並
び
に
関
係
帳
簿
書
類

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
又
は
指
定
施
設
に
関
し
て
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
、

第
十
三
条
の
三
第
一
項
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
八
条
又
は
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
行
使
に
関
し
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
別
表
第
四
に
掲
げ
る
施
設
を
設
置
す
る
者
と
す
る
。

（
公
共
用
水
域
の
管
理
を
行
う
者
）

第
九
条
　
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
河
川
の
管
理
を
行
う
市
町
村
長

二
　
公
共
下
水
道
管
理
者
（
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
管
理
者
を
い
い
、
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
の
管
理
者
を
除
く
。
）
及
び
都
市
下
水
路
管
理

者
（
下
水
道
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
下
水
路
管
理
者
を
い
う
。
）

三
　
漁
港
管
理
者
（
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。
）

四
　
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
第
十
七
条
に
規
定
す
る
保
護
水
面
の
管
理
を
行
う
都
道
府
県
知
事
及
び
農
林
水
産
大
臣

五
　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
農
業
用
用
排
水
施
設
の
管
理
を
行
う
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
土
地
改
良
区

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

第
十
条
　
法
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
長
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二

条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
の
長
並
び
に
市
川
市
、
松
戸
市
、
市
原
市
、
町
田
市
、
藤
沢
市
及
び
徳
島
市
の
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
都
市
の
長
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
及

び
こ
の
政
令
中
前
段
に
規
定
す
る
事
務
に
係
る
都
道
府
県
知
事
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
の
長
等
に
関
す
る
規
定
と
し
て
指
定
都
市
の
長
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

4



一
　
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
十
条
、
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
に
関
す
る
事
務

二
　
法
第
八
条
、
第
八
条
の
二
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
、
第
十
四
条
の
二
第
四
項
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
関

す
る
事
務

三
　
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
期
間
の
短
縮
に
関
す
る
事
務

四
　
法
第
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
に
関
す
る
事
務

五
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
常
時
監
視
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
関
す
る
事
務

六
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
関
す
る
事
務

七
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
並
び
に
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
関
す
る
事
務

八
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
に
関
す
る
事
務

九
　
法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
関
す
る
事
務

十
　
法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
関
す
る
事
務

十
一
　
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
を
求
め
、
又
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
事
務

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
廃
止
）

２
　
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
二
十
一
号
）
及
び
工
場
排
水
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
六
月
三
〇
日
政
令
第
二
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
九
月
二
八
日
政
令
第
三
四
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
五
月
七
日
政
令
第
一
二
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
四
月
一
七
日
政
令
第
一
三
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
一
一
月
一
二
日
政
令
第
三
六
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
二
月
三
日
政
令
第
一
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
四
月
四
日
政
令
第
一
〇
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
五
月
二
五
日
政
令
第
一
二
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
八
月
一
四
日
政
令
第
二
一
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
七
日
政
令
第
一
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
五
日
政
令
第
二
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
五
月
八
日
政
令
第
一
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
四
年
六
月
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
別
表
第

一
及
び
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
以
下
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
と
な
る
区
域
（
以
下
「
甲
区
域
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
、
特
定
施
設
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
に
つ
き
水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
で
こ

の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
同
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
も
の
は
、
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
甲
区
域
に
お
い
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
特
定
施
設
に
つ
き
水
質
汚
濁
防
止
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
制
限
を
受
け
て
い
る
間
は
、
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
、
第

八
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
者
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な

す
。

４
　
甲
区
域
に
お
い
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
、
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
物
、
工
作
物
そ
の
他
の
施
設
で
あ
る
特
定
施
設
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七

十
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
電
気
工
作
物
で
あ
る
特
定
施
設
又
は
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第
九
号
に
規
定
す
る
廃
油
処
理
施
設
で
あ
る
特
定
施
設

の
設
置
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
認
可
を
受
け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
当
該
特
定
施
設
を
設
置
し
た
者
（
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
の
工
事
を
し
て
い
る
者
を

含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
鉱
山
保
安
法
第
二
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
鉱
山
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
場
か
ら
排
出
水
（
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
排
出
水
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
排
出
す
る
も
の
は
、
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
条
　
甲
区
域
に
お
い
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
（
設
置
の
工
事
を
し
て
い
る
者
及
び
同
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
で
あ
つ
て

設
置
の
工
事
に
着
手
し
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
排
出
水
を
排
出
す
る
も
の
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
総
理
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
排
出
水
の
排
水
系
統
別
の
汚
染
状
態
及
び
量
（
前

条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
別
措
置
法
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
）
を
府
県
知
事
（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
第
八
条
に
規
定
す
る
市
の
区
域
内
の
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
市
の
長
と
し
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
第
十
条
に
規
定
す
る
市
の
区
域
内
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
（
特
別
措
置
法
第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
を
除
く
。
）
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
市
の
長
と
す
る
。
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
以
外
の
区
域
と
な
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
乙
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
こ

の
政
令
の
施
行
前
に
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
の
設
置
に
つ
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
水
質
汚
濁

防
止
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
乙
区
域
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

第
五
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
第
十
一
条
若
し
く
は
水
質
汚
濁
防
止
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
に
関
し
こ
の
政
令
の
施

行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
三
日
政
令
第
二
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
廃
棄
物
そ
の
他
の
物
の
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
一
月
三
〇
日
政
令
第
三
二
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
六
月
一
日
政
令
第
一
五
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
五
月
一
七
日
政
令
第
一
二
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
七
月
一
二
日
政
令
第
二
二
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
若
し
く
は
そ
の
取
消
し
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
は
、
地
方
公
共
団
体

の
事
務
に
係
る
国
の
関
与
等
の
整
理
、
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
定
め
る
日
（
昭
和
六
十
年
十
月
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
七
月
一
九
日
政
令
第
二
三
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
一
一
日
政
令
第
二
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
六
月
一
七
日
政
令
第
二
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
一
年
六
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
〇
月
三
一
日
政
令
第
三
三
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
五
十
八
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
定
め
る
日
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
八
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
八
月
二
六
日
政
令
第
二
五
二
号
）
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こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
九
日
政
令
第
七
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
二
八
日
政
令
第
二
三
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
元
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
二
月
一
七
日
政
令
第
一
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
九
月
一
四
日
政
令
第
二
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
年
九
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
第
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同

令
別
表
第
一
及
び
別
表
第
四
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
中
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
令
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
七
月
二
六
日
政
令
第
二
四
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
三
月
二
七
日
政
令
第
五
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
六
月
二
六
日
政
令
第
二
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
及
び
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
緊
急
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
七
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
七
月
一
日
政
令
第
二
三
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
八
月
二
七
日
政
令
第
二
八
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
一
月
一
九
日
政
令
第
三
七
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
中
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
第
七
条
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
環
境
基
本
法
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
二
月
二
七
日
政
令
第
四
〇
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
六
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
一
日
政
令
第
三
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
三
日
政
令
第
七
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
五
日
政
令
第
二
〇
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
四
日
政
令
第
六
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
七
日
政
令
第
七
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
五
月
二
〇
日
政
令
第
一
七
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
年
六
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
四
日
政
令
第
四
〇
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
令
第
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
三
条
の
規
定
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
第
十
条
第
十
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
三
日
政
令
第
三
八
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
政
令
第
四
一
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一
三
号
）
　
抄

7



（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
一
五
日
政
令
第
五
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
四
月
二
六
日
政
令
第
一
八
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
一
三
日
政
令
第
二
〇
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
一
月
九
日
政
令
第
三
五
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
五
日
政
令
第
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
政
令
第
三
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
一
月
一
日
政
令
第
三
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
三
日
政
令
第
三
七
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
日
政
令
第
四
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
九
月
二
九
日
政
令
第
二
九
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
七
日
政
令
第
三
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
二
日
政
令
第
三
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
一
日
政
令
第
三
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
政
令
第
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
三
月
一
六
日
政
令
第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
二
八
日
政
令
第
三
六
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
五
月
二
三
日
政
令
第
一
四
七
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
九
月
二
六
日
政
令
第
二
五
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
六
日
政
令
第
三
三
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
三
〇
日
政
令
第
一
九
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
月
三
〇
日
政
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
地
方
自
治
法
施
行
令
目
次
の
改
正
規

定
、
同
令
第
二
編
第
八
章
第
三
節
の
節
名
を
削
る
改
正
規
定
及
び
同
令
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
十
の
改
正
規
定
、
第
十
四
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
（
指
定
都
市
、
中
核
市
又
は
特
例
市
の
指
定
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る

必
要
な
事
項
を
定
め
る
政
令
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
規
定
並
び
に
第
四
十

七
条
中
総
務
省
組
織
令
第
四
十
七
条
の
二
第
四
号
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条
　
施
行
時
特
例
市
に
対
す
る
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
及
び
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
同
法
」
と
、
「
中
核
市
」
と
あ
る
の
は
「
中
核
市

の
長
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
施
行
時
特
例
市
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
一
一
日
政
令
第
三
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
（
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
条
約
」
と
い
う
。
）
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
一
月
二
七
日
政
令
第
二
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
七
日
政
令
第
二
九
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
、
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
及
び
第
十
四
条
並
び
に
次
条
の
規
定
は
、
改
正
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
六
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
政
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
政
令
第
二
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
道
路
運
送
車
両
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
八
日
政
令
第
二
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
改
正
法
施
行
日
（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
八
日
政
令
第
三
五
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
総
量
削
減
基
本
方
針
は
、
こ
の
政
令

の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
以
下
「
新
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
別
表

第
二
第
三
号
に
掲
げ
る
区
域
に
つ
い
て
化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
総
量
削
減
基
本
方
針
が
新
た
に
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
総
量
削
減
基
本
方
針

と
み
な
す
。

２
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
水
質
汚
濁
防
止
法
（
以
下
「
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
総
量
削

減
計
画
は
、
施
行
日
以
後
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
別
表
第
二
第
三
号
に
掲
げ
る
区
域
に
つ
い
て
化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
同
項
に
規
定
す

る
総
量
削
減
計
画
が
新
た
に
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
総
量
削
減
計
画
と
み
な
す
。

３
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
総
量
規
制
基
準
は
、
施
行
日
以
後
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
水
質
汚
濁
防
止
法

施
行
令
別
表
第
二
第
三
号
に
掲
げ
る
区
域
に
つ
い
て
化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
同
項
の
総
量
規
制
基
準
が
新
た
に
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
総
量
規
制
基
準
と
み
な

す
。

第
三
条
　
改
正
法
の
施
行
前
に
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
（
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
排
出
水
の
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
第
一
項
第

八
号
に
規
定
す
る
排
水
系
統
別
の
汚
染
状
態
及
び
量
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
に
よ
り
新
た
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
内
事
業
場
と
な
っ
た
工
場
又
は
事
業
場
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
内
事
業
場
で
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
に
係
る
結
果
の
記
録
及
び
保
存
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
に
係

る
結
果
の
記
録
及
び
保
存
と
み
な
す
。

４
　
改
正
法
の
施
行
前
に
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

第
四
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
二
月
二
三
日
政
令
第
三
九
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
〇
月
一
八
日
政
令
第
三
〇
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
一
日
政
令
第
三
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
附
則
第
一
条
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
四
日
政
令
第
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

一
　
鉱
業
又
は
水
洗
炭
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
選
鉱
施
設

ロ
　
選
炭
施
設

ハ
　
坑
水
中
和
沈
で
ん
施
設

ニ
　
掘
削
用
の
泥
水
分
離
施
設

一
の
二
　
畜
産
農
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
豚
房
施
設
（
豚
房
の
総
面
積
が
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
牛
房
施
設
（
牛
房
の
総
面
積
が
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ハ
　
馬
房
施
設
（
馬
房
の
総
面
積
が
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
畜
産
食
料
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設
（
洗
び
ん
施
設
を
含
む
。
）

ハ
　
湯
煮
施
設

三
　
水
産
食
料
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
水
産
動
物
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

ハ
　
脱
水
施
設
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ニ
　
ろ
過
施
設

ホ
　
湯
煮
施
設

四
　
野
菜
又
は
果
実
を
原
料
と
す
る
保
存
食
料
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

ハ
　
圧
搾
施
設

ニ
　
湯
煮
施
設

五
　
み
そ
、
し
よ
う
油
、
食
用
ア
ミ
ノ
酸
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
、
ソ
ー
ス
又
は
食
酢
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

ハ
　
湯
煮
施
設

ニ
　
濃
縮
施
設

ホ
　
精
製
施
設

ヘ
　
ろ
過
施
設

六
　
小
麦
粉
製
造
業
の
用
に
供
す
る
洗
浄
施
設

七
　
砂
糖
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設
（
流
送
施
設
を
含
む
。
）

ハ
　
ろ
過
施
設

ニ
　
分
離
施
設

ホ
　
精
製
施
設

八
　
パ
ン
若
し
く
は
菓
子
の
製
造
業
又
は
製
あ
ん
業
の
用
に
供
す
る
粗
製
あ
ん
の
沈
で
ん
そ
う

九
　
米
菓
製
造
業
又
は
こ
う
じ
製
造
業
の
用
に
供
す
る
洗
米
機

十
　
飲
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設
（
洗
び
ん
施
設
を
含
む
。
）

ハ
　
搾
汁
施
設

ニ
　
ろ
過
施
設

ホ
　
湯
煮
施
設

ヘ
　
蒸
留
施
設

十
一
　
動
物
系
飼
料
又
は
有
機
質
肥
料
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

ハ
　
圧
搾
施
設

ニ
　
真
空
濃
縮
施
設

ホ
　
水
洗
式
脱
臭
施
設

十
二
　
動
植
物
油
脂
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

ハ
　
圧
搾
施
設

ニ
　
分
離
施
設

十
三
　
イ
ー
ス
ト
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

ハ
　
分
離
施
設

十
四
　
で
ん
粉
又
は
化
工
で
ん
粉
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
浸
せ
き
施
設
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ロ
　
洗
浄
施
設
（
流
送
施
設
を
含
む
。
）

ハ
　
分
離
施
設

ニ
　
渋
だ
め
及
び
こ
れ
に
類
す
る
施
設

十
五
　
ぶ
ど
う
糖
又
は
水
あ
め
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
ろ
過
施
設

ハ
　
精
製
施
設

十
六
　
麺
類
製
造
業
の
用
に
供
す
る
湯
煮
施
設

十
七
　
豆
腐
又
は
煮
豆
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
湯
煮
施
設

十
八
　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
製
造
業
の
用
に
供
す
る
抽
出
施
設

十
八
の
二
　
冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
湯
煮
施
設

ハ
　
洗
浄
施
設

十
八
の
三
　
た
ば
こ
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
水
洗
式
脱
臭
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

十
九
　
紡
績
業
又
は
繊
維
製
品
の
製
造
業
若
し
く
は
加
工
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ま
ゆ
湯
煮
施
設

ロ
　
副
蚕
処
理
施
設

ハ
　
原
料
浸
せ
き
施
設

ニ
　
精
練
機
及
び
精
練
そ
う

ホ
　
シ
ル
ケ
ツ
ト
機

ヘ
　
漂
白
機
及
び
漂
白
そ
う

ト
　
染
色
施
設

チ
　
薬
液
浸
透
施
設

リ
　
の
り
抜
き
施
設

二
十
　
洗
毛
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
洗
毛
施
設

ロ
　
洗
化
炭
施
設

二
十
一
　
化
学
繊
維
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
湿
式
紡
糸
施
設

ロ
　
リ
ン
タ
ー
又
は
未
精
練
繊
維
の
薬
液
処
理
施
設

ハ
　
原
料
回
収
施
設

二
十
一
の
二
　
一
般
製
材
業
又
は
木
材
チ
ツ
プ
製
造
業
の
用
に
供
す
る
湿
式
バ
ー
カ
ー

二
十
一
の
三
　
合
板
製
造
業
の
用
に
供
す
る
接
着
機
洗
浄
施
設

二
十
一
の
四
　
パ
ー
テ
イ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
湿
式
バ
ー
カ
ー

ロ
　
接
着
機
洗
浄
施
設

二
十
二
　
木
材
薬
品
処
理
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
湿
式
バ
ー
カ
ー

ロ
　
薬
液
浸
透
施
設

二
十
三
　
パ
ル
プ
、
紙
又
は
紙
加
工
品
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
浸
せ
き
施
設

ロ
　
湿
式
バ
ー
カ
ー

ハ
　
砕
木
機

ニ
　
蒸
解
施
設
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ホ
　
蒸
解
廃
液
濃
縮
施
設

ヘ
　
チ
ツ
プ
洗
浄
施
設
及
び
パ
ル
プ
洗
浄
施
設

ト
　
漂
白
施
設

チ
　
抄
紙
施
設
（
抄
造
施
設
を
含
む
。
）

リ
　
セ
ロ
ハ
ン
製
膜
施
設

ヌ
　
湿
式
繊
維
板
成
型
施
設

ル
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

二
十
三
の
二
　
新
聞
業
、
出
版
業
、
印
刷
業
又
は
製
版
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
自
動
式
フ
イ
ル
ム
現
像
洗
浄
施
設

ロ
　
自
動
式
感
光
膜
付
印
刷
版
現
像
洗
浄
施
設

二
十
四
　
化
学
肥
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ろ
過
施
設

ロ
　
分
離
施
設

ハ
　
水
洗
式
破
砕
施
設

ニ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

ホ
　
湿
式
集
じ
ん
施
設

二
十
五
　
削
除

二
十
六
　
無
機
顔
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
洗
浄
施
設

ロ
　
ろ
過
施
設

ハ
　
カ
ド
ミ
ウ
ム
系
無
機
顔
料
製
造
施
設
の
う
ち
、
遠
心
分
離
機

ニ
　
群
青
製
造
施
設
の
う
ち
、
水
洗
式
分
別
施
設

ホ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

二
十
七
　
前
号
に
掲
げ
る
事
業
以
外
の
無
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ろ
過
施
設

ロ
　
遠
心
分
離
機

ハ
　
硫
酸
製
造
施
設
の
う
ち
、
亜
硫
酸
ガ
ス
冷
却
洗
浄
施
設

ニ
　
活
性
炭
又
は
二
硫
化
炭
素
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
洗
浄
施
設

ホ
　
無
水
け
い
酸
製
造
施
設
の
う
ち
、
塩
酸
回
収
施
設

ヘ
　
青
酸
製
造
施
設
の
う
ち
、
反
応
施
設

ト
　
よ
う
素
製
造
施
設
の
う
ち
、
吸
着
施
設
及
び
沈
で
ん
施
設

チ
　
海
水
マ
グ
ネ
シ
ア
製
造
施
設
の
う
ち
、
沈
で
ん
施
設

リ
　
バ
リ
ウ
ム
化
合
物
製
造
施
設
の
う
ち
、
水
洗
式
分
別
施
設

ヌ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

ル
　
湿
式
集
じ
ん
施
設

二
十
八
　
カ
ー
バ
イ
ト
法
ア
セ
チ
レ
ン
誘
導
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
湿
式
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
発
生
施
設

ロ
　
酢
酸
エ
ス
テ
ル
製
造
施
設
の
う
ち
、
洗
浄
施
設
及
び
蒸
留
施
設

ハ
　
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
施
設
の
う
ち
、
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
蒸
留
施
設

ニ
　
ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
製
造
施
設
の
う
ち
、
蒸
留
施
設

ホ
　
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
洗
浄
施
設

ヘ
　
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
洗
浄
施
設

二
十
九
　
コ
ー
ル
タ
ー
ル
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ベ
ン
ゼ
ン
類
硫
酸
洗
浄
施
設

ロ
　
静
置
分
離
器

ハ
　
タ
ー
ル
酸
ソ
ー
ダ
硫
酸
分
解
施
設

三
十
　
発
酵
工
業
（
第
五
号
、
第
十
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
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イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
蒸
留
施
設

ハ
　
遠
心
分
離
機

ニ
　
ろ
過
施
設

三
十
一
　
メ
タ
ン
誘
導
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
四
塩
化
炭
素
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
蒸
留
施
設

ロ
　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
施
設
の
う
ち
、
精
製
施
設

ハ
　
フ
ロ
ン
ガ
ス
製
造
施
設
の
う
ち
、
洗
浄
施
設
及
び
ろ
過
施
設

三
十
二
　
有
機
顔
料
又
は
合
成
染
料
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ろ
過
施
設

ロ
　
顔
料
又
は
染
色
レ
ー
キ
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
水
洗
施
設

ハ
　
遠
心
分
離
機

ニ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

三
十
三
　
合
成
樹
脂
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
縮
合
反
応
施
設

ロ
　
水
洗
施
設

ハ
　
遠
心
分
離
機

ニ
　
静
置
分
離
器

ホ
　

ふ
つ弗

素
樹
脂
製
造
施
設
の
う
ち
、
ガ
ス
冷
却
洗
浄
施
設
及
び
蒸
留
施
設

ヘ
　
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
造
施
設
の
う
ち
、
溶
剤
蒸
留
施
設

ト
　
中
圧
法
又
は
低
圧
法
に
よ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
造
施
設
の
う
ち
、
溶
剤
回
収
施
設

チ
　
ポ
リ
ブ
テ
ン
の
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
処
理
施
設

リ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

ヌ
　
湿
式
集
じ
ん
施
設

三
十
四
　
合
成
ゴ
ム
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ろ
過
施
設

ロ
　
脱
水
施
設

ハ
　
水
洗
施
設

ニ
　
ラ
テ
ツ
ク
ス
濃
縮
施
設

ホ
　
ス
チ
レ
ン
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム
、
ニ
ト
リ
ル
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム
又
は
ポ
リ
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
静
置
分
離
器

三
十
五
　
有
機
ゴ
ム
薬
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
蒸
留
施
設

ロ
　
分
離
施
設

ハ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

三
十
六
　
合
成
洗
剤
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
廃
酸
分
離
施
設

ロ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

ハ
　
湿
式
集
じ
ん
施
設

三
十
七
　
前
六
号
に
掲
げ
る
事
業
以
外
の
石
油
化
学
工
業
（
石
油
又
は
石
油
副
生
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
炭
化
水
素
の
分
解
、
分
離
そ
の
他
の
化
学
的
処
理
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
炭
化
水
素
又
は
炭
化
水
素
誘
導
品
の
製
造
業
を
い
い
、

第
五
十
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
洗
浄
施
設

ロ
　
分
離
施
設

ハ
　
ろ
過
施
設

ニ
　
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
製
造
施
設
の
う
ち
、
急
冷
施
設
及
び
蒸
留
施
設

ホ
　
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ア
セ
ト
ン
、
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
、
テ
レ
フ
タ
ル
酸
又
は
ト
リ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
蒸
留
施
設

ヘ
　
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
製
造
施
設
の
う
ち
、
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
処
理
施
設

ト
　
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
施
設
の
う
ち
、
蒸
留
施
設
及
び
硫
酸
濃
縮
施
設
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チ
　
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
又
は
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
蒸
留
施
設
及
び
濃
縮
施
設

リ
　
二―

エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
イ
ソ
ブ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
縮
合
反
応
施
設
及
び
蒸
留
施
設

ヌ
　
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ン
製
造
施
設
の
う
ち
、
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
処
理
施
設

ル
　
ト
リ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
又
は
無
水
フ
タ
ル
酸
の
製
造
施
設
の
う
ち
、
ガ
ス
冷
却
洗
浄
施
設

ヲ
　
ノ
ル
マ
ル
パ
ラ
フ
イ
ン
製
造
施
設
の
う
ち
、
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
処
理
施
設
及
び
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
蒸
留
施
設

ワ
　
プ
ロ
ピ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
又
は
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
け
ん
化
器

カ
　
メ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン
製
造
施
設
の
う
ち
、
水
蒸
気
凝
縮
施
設

ヨ
　
メ
チ
ル
メ
タ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
モ
ノ
マ
ー
製
造
施
設
の
う
ち
、
反
応
施
設
及
び
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
回
収
施
設

タ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

三
十
八
　
石
け
ん
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
精
製
施
設

ロ
　
塩
析
施
設

三
十
八
の
二
　
界
面
活
性
剤
製
造
業
の
用
に
供
す
る
反
応
施
設
（
一
・
四―

ジ
オ
キ
サ
ン
が
発
生
す
る
も
の
に
限
り
、
洗
浄
装
置
を
有
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）

三
十
九
　
硬
化
油
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
脱
酸
施
設

ロ
　
脱
臭
施
設

四
十
　
脂
肪
酸
製
造
業
の
用
に
供
す
る
蒸
留
施
設

四
十
一
　
香
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
洗
浄
施
設

ロ
　
抽
出
施
設

四
十
二
　
ゼ
ラ
チ
ン
又
は
に
か
わ
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
石
灰
づ
け
施
設

ハ
　
洗
浄
施
設

四
十
三
　
写
真
感
光
材
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
感
光
剤
洗
浄
施
設

四
十
四
　
天
然
樹
脂
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
原
料
処
理
施
設

ロ
　
脱
水
施
設

四
十
五
　
木
材
化
学
工
業
の
用
に
供
す
る
フ
ル
フ
ラ
ー
ル
蒸
留
施
設

四
十
六
　
第
二
十
八
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
以
外
の
有
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
水
洗
施
設

ロ
　
ろ
過
施
設

ハ
　
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
製
造
施
設
の
う
ち
、
濃
縮
施
設

ニ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

四
十
七
　
医
薬
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
動
物
原
料
処
理
施
設

ロ
　
ろ
過
施
設

ハ
　
分
離
施
設

ニ
　
混
合
施
設
（
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
物
質
を
含
有
す
る
物
を
混
合
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）

ホ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

四
十
八
　
火
薬
製
造
業
の
用
に
供
す
る
洗
浄
施
設

四
十
九
　
農
薬
製
造
業
の
用
に
供
す
る
混
合
施
設

五
十
　
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
物
質
を
含
有
す
る
試
薬
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
試
薬
製
造
施
設

五
十
一
　
石
油
精
製
業
（
潤
滑
油
再
生
業
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
脱
塩
施
設

ロ
　
原
油
常
圧
蒸
留
施
設

ハ
　
脱
硫
施
設
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ニ
　
揮
発
油
、
灯
油
又
は
軽
油
の
洗
浄
施
設

ホ
　
潤
滑
油
洗
浄
施
設

五
十
一
の
二
　
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
若
し
く
は
自
動
車
用
チ
ユ
ー
ブ
の
製
造
業
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
製
造
業
、
工
業
用
ゴ
ム
製
品
製
造
業
（
防
振
ゴ
ム
製
造
業
を
除
く
。
）
、
更
生
タ
イ
ヤ
製
造
業
又
は
ゴ
ム
板
製
造
業
の
用
に
供
す
る
直
接
加

硫
施
設

五
十
一
の
三
　
医
療
用
若
し
く
は
衛
生
用
の
ゴ
ム
製
品
製
造
業
、
ゴ
ム
手
袋
製
造
業
、
糸
ゴ
ム
製
造
業
又
は
ゴ
ム
バ
ン
ド
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ラ
テ
ツ
ク
ス
成
形
型
洗
浄
施
設

五
十
二
　
皮
革
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
洗
浄
施
設

ロ
　
石
灰
づ
け
施
設

ハ
　
タ
ン
ニ
ン
づ
け
施
設

ニ
　
ク
ロ
ム
浴
施
設

ホ
　
染
色
施
設

五
十
三
　
ガ
ラ
ス
又
は
ガ
ラ
ス
製
品
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
研
摩
洗
浄
施
設

ロ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

五
十
四
　
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
抄
造
施
設

ロ
　
成
型
機

ハ
　
水
養
生
施
設
（
蒸
気
養
生
施
設
を
含
む
。
）

五
十
五
　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
の
用
に
供
す
る
バ
ツ
チ
ヤ
ー
プ
ラ
ン
ト

五
十
六
　
有
機
質
砂
か
べ
材
製
造
業
の
用
に
供
す
る
混
合
施
設

五
十
七
　
人
造
黒
鉛
電
極
製
造
業
の
用
に
供
す
る
成
型
施
設

五
十
八
　
窯
業
原
料
（
う
わ
薬
原
料
を
含
む
。
）
の
精
製
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
水
洗
式
破
砕
施
設

ロ
　
水
洗
式
分
別
施
設

ハ
　
酸
処
理
施
設

ニ
　
脱
水
施
設

五
十
九
　
砕
石
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
水
洗
式
破
砕
施
設

ロ
　
水
洗
式
分
別
施
設

六
十
　
砂
利
採
取
業
の
用
に
供
す
る
水
洗
式
分
別
施
設

六
十
一
　
鉄
鋼
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
タ
ー
ル
及
び
ガ
ス
液
分
離
施
設

ロ
　
ガ
ス
冷
却
洗
浄
施
設

ハ
　
圧
延
施
設

ニ
　
焼
入
れ
施
設

ホ
　
湿
式
集
じ
ん
施
設

六
十
二
　
非
鉄
金
属
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
還
元
そ
う

ロ
　
電
解
施
設
（
溶
融
塩
電
解
施
設
を
除
く
。
）

ハ
　
焼
入
れ
施
設

ニ
　
水
銀
精
製
施
設

ホ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

ヘ
　
湿
式
集
じ
ん
施
設

六
十
三
　
金
属
製
品
製
造
業
又
は
機
械
器
具
製
造
業
（
武
器
製
造
業
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
焼
入
れ
施
設

ロ
　
電
解
式
洗
浄
施
設

ハ
　
カ
ド
ミ
ウ
ム
電
極
又
は
鉛
電
極
の
化
成
施
設
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ニ
　
水
銀
精
製
施
設

ホ
　
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

六
十
三
の
二
　
空
き
び
ん
卸
売
業
の
用
に
供
す
る
自
動
式
洗
び
ん
施
設

六
十
三
の
三
　
石
炭
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
施
設
の
う
ち
、
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

六
十
四
　
ガ
ス
供
給
業
又
は
コ
ー
ク
ス
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
タ
ー
ル
及
び
ガ
ス
液
分
離
施
設

ロ
　
ガ
ス
冷
却
洗
浄
施
設
（
脱
硫
化
水
素
施
設
を
含
む
。
）

六
十
四
の
二
　
水
道
施
設
（
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
、
工
業
用
水
道
施
設
（
工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
自
家
用
工
業
用
水
道
（
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
施
設
の
う
ち
、
浄
水
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
浄
水
能
力
が
一
日
当
た
り
一
万
立
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
沈
で
ん
施
設

ロ
　
ろ
過
施
設

六
十
五
　
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
表
面
処
理
施
設

六
十
六
　
電
気
め
つ
き
施
設

六
十
六
の
二
　
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
又
は
一
・
四―

ジ
オ
キ
サ
ン
の
混
合
施
設
（
前
各
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

六
十
六
の
三
　
旅
館
業
（
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
（
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
に
該
当
す

る
も
の
及
び
旅
館
業
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
下
宿
営
業
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ち
ゆ
う
房
施
設

ロ
　
洗
濯
施
設

ハ
　
入
浴
施
設

六
十
六
の
四
　
共
同
調
理
場
（
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
業
務
の
用
に
供
す
る
部
分
の
総
床
面
積
（
以
下
単
に
「
総
床

面
積
」
と
い
う
。
）
が
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

六
十
六
の
五
　
弁
当
仕
出
屋
又
は
弁
当
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
三
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

六
十
六
の
六
　
飲
食
店
（
次
号
及
び
第
六
十
六
号
の
八
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
四
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

六
十
六
の
七
　
そ
ば
店
、
う
ど
ん
店
、
す
し
店
の
ほ
か
、
喫
茶
店
そ
の
他
の
通
常
主
食
と
認
め
ら
れ
る
食
事
を
提
供
し
な
い
飲
食
店
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
六
三
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

六
十
六
の
八
　
料
亭
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
飲
食
店
で
設
備
を
設
け
て
客
の
接
待
を
し
、
又
は
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
一
、
五
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

六
十
七
　
洗
濯
業
の
用
に
供
す
る
洗
浄
施
設

六
十
八
　
写
真
現
像
業
の
用
に
供
す
る
自
動
式
フ
イ
ル
ム
現
像
洗
浄
施
設

六
十
八
の
二
　
病
院
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
病
床
数
が
三
〇
〇
以
上
で
あ
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
ち
ゆ
う
房
施
設

ロ
　
洗
浄
施
設

ハ
　
入
浴
施
設

六
十
九
　
と
畜
業
又
は
死
亡
獣
畜
取
扱
業
の
用
に
供
す
る
解
体
施
設

六
十
九
の
二
　
卸
売
市
場
（
卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
主
と
し
て
漁
業
者
又
は
水
産
業
協
同
組
合
か
ら
出
荷
さ
れ
る
水
産
物
の
卸
売
の
た
め
そ

の
水
産
物
の
陸
揚
地
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
卸
売
市
場
で
、
そ
の
水
産
物
を
主
と
し
て
他
の
卸
売
市
場
に
出
荷
す
る
者
、
水
産
加
工
業
を
営
む
者
に
卸
売
す
る
者
又
は
水
産
加
工
業
を
営
む
者
に
対
し
卸
売
す
る
た
め
の
も
の
を
除

く
。
）
に
設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
水
産
物
に
係
る
も
の
に
限
り
、
こ
れ
ら
の
総
面
積
が
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
卸
売
場

ロ
　
仲
卸
売
場

七
十
　
廃
油
処
理
施
設
（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）

七
十
の
二
　
自
動
車
特
定
整
備
事
業
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
洗
車
施
設
（
屋
内
作
業
場
の
総
面
積
が
八
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
及
び
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

七
十
一
　
自
動
式
車
両
洗
浄
施
設

七
十
一
の
二
　
科
学
技
術
（
人
文
科
学
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
研
究
、
試
験
、
検
査
又
は
専
門
教
育
を
行
う
事
業
場
で
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
業
務
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次

に
掲
げ
る
も
の

イ
　
洗
浄
施
設
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ロ
　
焼
入
れ
施
設

七
十
一
の
三
　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
で
あ
る
焼
却
施
設

七
十
一
の
四
　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
七
条
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
法
第
十
四
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
項
本
文
の
許
可
を
受
け
る
こ

と
を
要
し
な
い
者
及
び
同
法
第
十
四
条
の
四
第
六
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
項
本
文
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
が
設
置
す
る
も
の

ロ
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
七
条
第
十
二
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設

七
十
一
の
五
　
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
に
よ
る
洗
浄
施
設
（
前
各
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

七
十
一
の
六
　
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
の
蒸
留
施
設
（
前
各
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

七
十
二
　
し
尿
処
理
施
設
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五
〇
〇
人
以
下
の
し
尿
浄
化
槽
を
除
く
。
）

七
十
三
　
下
水
道
終
末
処
理
施
設

七
十
四
　
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
（
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
処
理
施
設
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

別
表
第
二
（
第
四
条
の
二
関
係
）

一イ
　
埼
玉
県
（
熊
谷
市
（
玉
井
、
玉
井
南
一
丁
目
か
ら
玉
井
南
三
丁
目
ま
で
、
新
堀
、
高
柳
、
玉
井
一
丁
目
か
ら
玉
井
五
丁
目
ま
で
、
上
中
条
、
上
奈
良
（
字
小
塚
、
字
下
向
河
原
及
び
字
上
向
河
原
を
除
く
。
）
、
中
奈
良
、
下
奈
良
、

四
方
寺
、
奈
良
新
田
、
東
別
府
、
西
別
府
、
下
増
田
、
別
府
一
丁
目
か
ら
別
府
五
丁
目
ま
で
、
新
堀
新
田
、
拾
六
間
（
字
外
原
を
除
く
。
）
、
美
土
里
町
一
丁
目
か
ら
美
土
里
町
三
丁
目
ま
で
、
妻
沼
、
弥
藤
吾
、
男
沼
、
妻
沼
台
、
出
来

島
、
間
々
田
、
妻
沼
小
島
、
永
井
太
田
、
飯
塚
、
八
木
田
、
道
ヶ
谷
戸
、
上
江
袋
、
原
井
、
市
ノ
坪
、
上
根
、
江
波
、
八
ツ
口
、
善
ヶ
島
、
上
須
戸
、
西
城
、
田
島
、
西
野
、
葛
和
田
、
日
向
、
弁
財
、
大
野
、
俵
瀬
、
妻
沼
東
一
丁
目

か
ら
妻
沼
東
五
丁
目
ま
で
、
妻
沼
中
央
、
籠
原
南
一
丁
目
か
ら
籠
原
南
三
丁
目
ま
で
、
妻
沼
西
一
丁
目
及
び
妻
沼
西
二
丁
目
に
限
る
。
）
、
行
田
市
大
字
北
河
原
、
秩
父
市
吉
田
太
田
部
、
加
須
市
（
飯
積
、
麦
倉
、
柳
生
、
小
野
袋
、
柏

戸
、
向
古
河
、
陽
光
台
一
丁
目
、
陽
光
台
二
丁
目
、
伊
賀
袋
、
駒
場
、
本
郷
及
び
栄
に
限
る
。
）
、
本
庄
市
、
深
谷
市
（
本
田
、
畠
山
、
田
中
、
長
在
家
、
菅
沼
、
瀬
山
、
川
本
明
戸
、
白
草
台
、
武
川
、
武
蔵
野
（
字
新
屋
敷
、
字
西
番

屋
、
字
番
屋
、
字
篠
の
内
、
字
塚
越
、
字
柳
馬
場
、
字
竹
の
内
、
字
大
宿
、
字
一
本
杉
、
字
餓
鬼
塚
、
字
流
、
字
伊
勢
領
、
字
的
場
、
字
下
田
、
字
千
蔵
寺
、
字
櫛
引
及
び
字
水
崎
を
除
く
。
）
、
緑
台
、
小
前
田
、
荒
川
、
黒
田
、
永
田

及
び
北
根
を
除
く
。
）
、
秩
父
郡
皆
野
町
（
大
字
金
沢
（
字
所
沢
、
字
中
東
、
字
水
堺
、
字
柿
篭
、
字
新
平
、
字
妙
部
谷
戸
、
字
小
塚
沢
、
字
指
平
、
字
向
平
、
字
青
柳
、
字
橋
爪
、
字
上
大
平
、
字
大
平
、
字
田
中
入
、
字
塩
入
、
字
草

刈
場
、
字
日
影
勝
負
沢
、
字
岩
鼻
及
び
字
金
山
入
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
、
児
玉
郡
美
里
町
（
大
字
円
良
田
を
除
く
。
）
、
同
郡
神
川
町
、
同
郡
上
里
町
及
び
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
を
除
く
。
）
の
区
域

ロ
　
千
葉
県
の
区
域
の
う
ち
、
千
葉
市
（
若
葉
区
（
和
泉
町
、
大
井
戸
町
、
大
草
町
、
小
倉
台
六
丁
目
、
小
倉
町
、
御
成
台
一
丁
目
か
ら
御
成
台
四
丁
目
ま
で
、
小
間
子
町
、
金
親
町
、
上
泉
町
、
北
谷
津
町
、
古
泉
町
、
御
殿
町
、
桜

木
一
丁
目
か
ら
桜
木
八
丁
目
ま
で
、
桜
木
北
一
丁
目
か
ら
桜
木
北
三
丁
目
ま
で
、
更
科
町
、
下
泉
町
、
下
田
町
、
高
根
町
、
多
部
田
町
、
旦
谷
町
、
千
城
台
北
一
丁
目
、
千
城
台
東
二
丁
目
か
ら
千
城
台
東
四
丁
目
ま
で
、
富
田
町
、
中

田
町
、
中
野
町
、
西
都
賀
五
丁
目
、
野
呂
町
、
谷
当
町
、
若
松
台
一
丁
目
か
ら
若
松
台
三
丁
目
ま
で
及
び
若
松
町
に
限
る
。
）
及
び
緑
区
（
大
高
町
、
越
智
町
、
上
大
和
田
町
、
下
大
和
田
町
、
高
田
町
、
高
津
戸
町
、
土
気
町
、
平
川

町
、
誉
田
町
二
丁
目
、
小
食
土
町
、
あ
す
み
が
丘
一
丁
目
か
ら
あ
す
み
が
丘
三
丁
目
ま
で
及
び
あ
す
み
が
丘
東
一
丁
目
か
ら
あ
す
み
が
丘
東
五
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
市
川
市
、
船
橋
市
（
二
和
東
一
丁
目
か
ら
二
和
東
六

丁
目
ま
で
、
二
和
西
一
丁
目
か
ら
二
和
西
六
丁
目
ま
で
、
三
咲
町
、
三
咲
一
丁
目
か
ら
三
咲
九
丁
目
ま
で
、
南
三
咲
一
丁
目
か
ら
南
三
咲
四
丁
目
ま
で
、
八
木
が
谷
町
、
高
野
台
一
丁
目
か
ら
高
野
台
五
丁
目
ま
で
、
八
木
が
谷
一
丁
目

か
ら
八
木
が
谷
五
丁
目
ま
で
、
み
や
ぎ
台
一
丁
目
か
ら
み
や
ぎ
台
四
丁
目
ま
で
、
咲
が
丘
一
丁
目
か
ら
咲
が
丘
四
丁
目
ま
で
、
薬
円
台
三
丁
目
、
薬
円
台
四
丁
目
、
習
志
野
一
丁
目
、
習
志
野
三
丁
目
、
高
根
台
一
丁
目
か
ら
高
根
台
七

丁
目
ま
で
、
新
高
根
三
丁
目
か
ら
新
高
根
五
丁
目
ま
で
、
松
が
丘
一
丁
目
か
ら
松
が
丘
五
丁
目
ま
で
、
大
穴
町
、
大
穴
南
一
丁
目
か
ら
大
穴
南
五
丁
目
ま
で
、
大
穴
北
一
丁
目
か
ら
大
穴
北
八
丁
目
ま
で
、
習
志
野
台
一
丁
目
か
ら
習
志

野
台
八
丁
目
ま
で
、
神
保
町
、
大
神
保
町
、
小
室
町
、
小
野
田
町
、
車
方
町
、
鈴
身
町
、
豊
富
町
、
金
堀
町
、
楠
が
山
町
、
古
和
釜
町
、
坪
井
東
一
丁
目
か
ら
坪
井
東
六
丁
目
ま
で
、
坪
井
西
一
丁
目
、
坪
井
西
二
丁
目
及
び
坪
井
町
を

除
く
。
）
、
館
山
市
（
西
川
名
、
伊
戸
、
坂
足
、
小
沼
、
坂
井
、
大
神
宮
、
中
里
、
竜
岡
、
犬
石
、
佐
野
、
藤
原
、
洲
宮
、
茂
名
、
布
沼
、
布
良
、
相
浜
、
畑
及
び
神
余
を
除
く
。
）
、
木
更
津
市
、
松
戸
市
（
金
ケ
作
字
新
木
戸
、
五
香
六

実
（
字
元
山
を
除
く
。
）
、
高
柳
新
田
、
高
柳
、
六
高
台
一
丁
目
か
ら
六
高
台
九
丁
目
ま
で
、
六
実
一
丁
目
か
ら
六
実
七
丁
目
ま
で
、
五
香
一
丁
目
か
ら
五
香
八
丁
目
ま
で
及
び
五
香
南
一
丁
目
か
ら
五
香
南
三
丁
目
ま
で
を
除
く
。
）
、
野

田
市
（
目
吹
（
字
南
大
山
を
除
く
。
）
、
金
杉
（
字
窪
上
及
び
字
道
下
に
限
る
。
）
、
谷
津
字
木
戸
口
、
吉
春
字
木
戸
口
、
蕃
昌
（
字
米
〔
か
み
〕
、
字
今
和
泉
、
字
中
窪
及
び
字
大
窪
に
限
る
。
）
、
船
形
（
字
上
原
二
を
除
く
。
）
、
中
里
（
字

西
岸
寺
前
、
字
松
葉
、
字
尾
崎
境
、
字
鶴
ケ
谷
、
字
西
耕
地
、
字
寺
山
、
字
込
角
、
字
光
浄
寺
、
字
五
駄
、
字
扇
田
、
字
宮
田
、
字
香
取
原
及
び
字
椿
谷
を
除
く
。
）
、
長
谷
、
小
山
、
莚
打
、
三
ツ
堀
（
字
笹
久
保
、
字
谷
中
耕
地
、
字

中
屋
敷
、
字
仲
内
、
字
箕
ノ
輪
、
字
鞍
ノ
橋
台
、
字
鞍
ノ
橋
、
字
石
塔
、
字
西
、
字
榎
戸
、
字
小
橋
、
字
灰
毛
、
字
稲
荷
前
、
字
六
畝
及
び
字
小
橋
台
を
除
く
。
）
、
瀬
戸
（
字
蓮
沼
、
字
谷
中
、
字
押
出
し
、
字
塔
ケ
久
保
台
、
字
立
山

、
字
勢
至
、
字
欠
作
、
字
多
良
ノ
木
、
字
土
塔
及
び
字
向
原
を
除
く
。
）
、
木
野
崎
（
字
下
鹿
野
、
字
鹿
野
、
字
上
鹿
野
及
び
字
鹿
野
山
を
除
く
。
）
、
東
宝
珠
花
（
字
川
通
及
び
字
相
耕
地
を
除
く
。
）
、
親
野
井
、
柏
寺
、
木
間
ケ
瀬
、
木

間
ケ
瀬
新
田
、
桐
ケ
作
、
古
布
内
、
関
宿
内
町
、
関
宿
江
戸
町
、
関
宿
江
戸
町
飛
地
、
関
宿
三
軒
家
、
関
宿
台
町
、
関
宿
元
町
、
関
宿
元
町
飛
地
、
関
宿
町
、
中
戸
、
中
戸
谷
津
、
次
木
、
西
高
野
、
新
田
戸
、
は
や
ま
、
東
高
野
、
泉

一
丁
目
か
ら
泉
三
丁
目
ま
で
、
平
成
及
び
な
み
き
一
丁
目
か
ら
な
み
き
四
丁
目
ま
で
を
除
く
。
）
、
習
志
野
市
、
柏
市
（
豊
四
季
（
字
富
士
見
台
、
字
神
山
、
字
向
神
山
、
字
三
角
、
字
向
屋
敷
、
字
鞍
掛
、
字
鞍
林
、
字
笹
原
、
字
新
宿

及
び
字
道
灌
坂
に
限
る
。
）
、
船
戸
（
字
小
船
及
び
字
猪
之
山
に
限
る
。
）
、
船
戸
山
高
野
（
字
大
山
、
字
高
砂
、
字
金
沢
、
字
根
郷
及
び
字
宮
本
に
限
る
。
）
、
大
青
田
（
字
小
渡
、
字
溜
台
及
び
字
東
山
を
除
く
。
）
、
青
田
新
田
飛
地
（
字

元
割
及
び
字
向
割
に
限
る
。
）
、
新
十
余
二
、
柏
イ
ン
タ
ー
東
、
み
ど
り
台
二
丁
目
、
み
ど
り
台
四
丁
目
、
酒
井
根
（
字
下
り
松
及
び
字
大
清
水
に
限
る
。
）
、
中
新
宿
一
丁
目
か
ら
中
新
宿
三
丁
目
ま
で
、
西
山
一
丁
目
、
西
山
二
丁
目
及

び
東
山
二
丁
目
に
限
る
。
）
、
市
原
市
、
流
山
市
（
江
戸
川
台
東
一
丁
目
か
ら
江
戸
川
台
東
三
丁
目
ま
で
、
駒
木
、
駒
木
台
、
青
田
、
十
太
夫
、
美
田
、
東
初
石
一
丁
目
か
ら
東
初
石
四
丁
目
ま
で
、
西
初
石
五
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
北

一
丁
目
か
ら
お
お
た
か
の
森
北
三
丁
目
ま
で
、
お
お
た
か
の
森
西
一
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
西
三
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
西
四
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
東
一
丁
目
か
ら
お
お
た
か
の
森
東
四
丁
目
ま
で
及
び
お
お
た
か
の
森
南
一
丁
目
を

除
く
。
）
、
八
千
代
市
（
大
和
田
（
字
上
宿
を
除
く
。
）
、
萱
田
町
字
南
側
、
高
津
、
大
和
田
新
田
字
飯
盛
台
、
村
上
字
五
百
堂
、
下
市
場
一
丁
目
、
勝
田
台
、
勝
田
、
勝
田
台
南
、
八
千
代
台
東
、
八
千
代
台
南
、
八
千
代
台
西
、
八
千
代

台
北
及
び
高
津
東
に
限
る
。
）
、
鎌
ケ
谷
市
（
鎌
ケ
谷
九
丁
目
、
南
鎌
ケ
谷
一
丁
目
か
ら
南
鎌
ケ
谷
四
丁
目
ま
で
、
大
字
道
野
辺
、
東
道
野
辺
一
丁
目
か
ら
東
道
野
辺
七
丁
目
ま
で
、
西
道
野
辺
、
馬
込
沢
、
中
沢
新
町
、
中
沢
（
字
中
ノ

峠
を
除
く
。
）
、
東
中
沢
一
丁
目
か
ら
東
中
沢
四
丁
目
ま
で
、
北
中
沢
二
丁
目
、
北
中
沢
三
丁
目
、
富
岡
三
丁
目
、
く
ぬ
ぎ
山
一
丁
目
か
ら
く
ぬ
ぎ
山
四
丁
目
ま
で
、
道
野
辺
中
央
一
丁
目
及
び
道
野
辺
中
央
三
丁
目
か
ら
道
野
辺
中
央
五

丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
、
君
津
市
、
富
津
市
、
浦
安
市
、
四
街
道
市
（
下
志
津
新
田
、
四
街
道
三
丁
目
、
さ
つ
き
ヶ
丘
、
大
日
（
字
中
志
津
、
字
富
士
見
ヶ
丘
、
字
桜
ヶ
丘
及
び
字
大
作
岡
に
限
る
。
）
及
び
鹿
放
ヶ
丘
に
限
る
。
）
、
袖
ケ

浦
市
、
南
房
総
市
（
富
浦
町
居
倉
、
富
浦
町
大
津
、
富
浦
町
多
田
良
、
富
浦
町
手
取
、
富
浦
町
豊
岡
、
富
浦
町
南
無
谷
、
富
浦
町
丹
生
、
富
浦
町
原
岡
、
富
浦
町
深
名
、
富
浦
町
福
澤
、
富
浦
町
宮
本
、
富
浦
町
青
木
、
荒
川
、
市
部
、
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犬
掛
、
井
野
、
川
上
、
久
枝
、
検
儀
谷
、
合
戸
、
小
浦
、
高
崎
、
高
崎
竹
内
、
竹
内
、
二
部
、
平
塚
、
平
久
里
下
、
平
久
里
中
、
宮
谷
、
山
田
、
吉
沢
、
明
石
、
池
之
内
、
海
老
敷
、
大
学
口
、
上
滝
田
、
上
堀
、
川
田
、
下
滝
田
、
下

堀
、
千
代
、
府
中
、
増
間
、
三
坂
、
御
庄
、
本
織
、
山
下
、
山
名
、
谷
向
及
び
中
に
限
る
。
）
、
夷
隅
郡
大
多
喜
町
（
粟
又
、
小
沢
又
、
面
白
、
大
田
代
、
筒
森
、
小
田
代
、
葛
藤
及
び
会
所
に
限
る
。
）
及
び
安
房
郡
の
区
域

ハ
　
東
京
都
（
町
田
市
（
相
原
町
（
殿
丸
及
び
和
田
内
を
除
く
。
）
、
小
川
三
丁
目
か
ら
小
川
六
丁
目
ま
で
、
小
山
町
、
金
森
一
丁
目
か
ら
金
森
七
丁
目
ま
で
、
木
曽
東
一
丁
目
か
ら
木
曽
東
四
丁
目
ま
で
、
木
曽
西
一
丁
目
か
ら
木
曽
西

五
丁
目
ま
で
、
木
曽
町
（
二
号
及
び
五
号
を
除
く
。
）
、
下
小
山
田
町
八
幡
平
、
忠
生
三
丁
目
、
忠
生
四
丁
目
、
鶴
間
一
丁
目
か
ら
鶴
間
八
丁
目
ま
で
、
常
盤
町
、
中
町
一
丁
目
、
中
町
二
丁
目
、
根
岸
一
丁
目
、
根
岸
二
丁
目
、
根
岸
町

、
原
町
田
一
丁
目
か
ら
原
町
田
六
丁
目
ま
で
、
南
つ
く
し
野
一
丁
目
、
南
町
田
一
丁
目
か
ら
南
町
田
五
丁
目
ま
で
、
森
野
一
丁
目
か
ら
森
野
六
丁
目
ま
で
、
矢
部
町
、
小
山
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
小
山
ヶ
丘
六
丁
目
ま
で
及
び
金
森
東
一
丁

目
か
ら
金
森
東
四
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
、
大
島
町
、
利
島
村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、
三
宅
村
、
御
蔵
島
村
、
八
丈
町
、
青
ヶ
島
村
及
び
小
笠
原
村
を
除
く
。
）
の
区
域

ニ
　
神
奈
川
県
の
区
域
の
う
ち
、
横
浜
市
（
南
区
六
ツ
川
四
丁
目
、
戸
塚
区
、
港
南
区
（
上
永
谷
町
、
芹
が
谷
一
丁
目
か
ら
芹
が
谷
五
丁
目
ま
で
、
野
庭
町
、
東
永
谷
一
丁
目
か
ら
東
永
谷
三
丁
目
ま
で
、
上
永
谷
一
丁
目
か
ら
上
永
谷

六
丁
目
ま
で
、
丸
山
台
一
丁
目
か
ら
丸
山
台
四
丁
目
ま
で
、
日
限
山
一
丁
目
か
ら
日
限
山
四
丁
目
ま
で
、
東
芹
が
谷
及
び
下
永
谷
一
丁
目
か
ら
下
永
谷
六
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
、
緑
区
長
津
田
町
（
字
道
正
、
字
滝
沢
及
び
字
西
之
原
に

限
る
。
）
、
瀬
谷
区
、
栄
区
及
び
泉
区
を
除
く
。
）
、
川
崎
市
、
横
須
賀
市
（
長
井
一
丁
目
か
ら
長
井
六
丁
目
ま
で
、
御
幸
浜
、
林
一
丁
目
か
ら
林
五
丁
目
ま
で
、
須
軽
谷
、
武
一
丁
目
か
ら
武
五
丁
目
ま
で
、
太
田
和
一
丁
目
か
ら
太
田
和

五
丁
目
ま
で
、
荻
野
、
長
坂
一
丁
目
か
ら
長
坂
五
丁
目
ま
で
、
佐
島
一
丁
目
か
ら
佐
島
三
丁
目
ま
で
、
芦
名
一
丁
目
か
ら
芦
名
三
丁
目
ま
で
、
秋
谷
、
秋
谷
一
丁
目
か
ら
秋
谷
四
丁
目
ま
で
、
山
科
台
、
子
安
、
湘
南
国
際
村
一
丁
目
か

ら
湘
南
国
際
村
三
丁
目
ま
で
、
光
の
丘
、
佐
島
の
丘
一
丁
目
及
び
佐
島
の
丘
二
丁
目
を
除
く
。
）
及
び
三
浦
市
南
下
浦
町
（
上
宮
田
（
字
船
込
、
字
鹿
穴
甲
、
字
鹿
穴
乙
、
字
鹿
穴
台
、
字
揚
橋
、
字
仲
田
、
字
池
下
、
字
山
ヶ
谷
戸
、
字

池
頭
、
字
根
辺
ヶ
谷
戸
及
び
字
向
ノ
原
を
除
く
。
）
、
菊
名
（
字
陣
場
を
除
く
。
）
、
金
田
（
字
太
々
久
保
、
字
南
野
頓
坊
、
字
東
野
頓
坊
、
字
名
古
及
び
字
松
塚
を
除
く
。
）
及
び
松
輪
（
字
剱
崎
、
字
南
向
、
字
松
輪
、
字
間
口
、
字
八

ヶ
久
保
、
字
遠
津
原
、
字
遠
津
山
、
字
柳
作
、
字
坊
免
、
字
池
田
及
び
字
勝
谷
原
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
の
区
域

二イ
　
岐
阜
県
（
高
山
市
（
久
々
野
町
、
朝
日
町
及
び
高
根
町
を
除
く
。
）
、
中
津
川
市
（
山
口
及
び
馬
籠
に
限
る
。
）
、
飛
騨
市
、
郡
上
市
（
白
鳥
町
石
徹
白
及
び
高
鷲
町
ひ
る
が
の
に
限
る
。
）
及
び
大
野
郡
を
除
く
。
）
の
区
域

ロ
　
愛
知
県
（
豊
橋
市
（
東
細
谷
町
（
字
十
ヶ
谷
、
字
根
木
谷
、
字
東
畑
及
び
字
旭
島
に
限
る
。
）
、
細
谷
町
（
字
天
神
前
、
字
滝
ノ
谷
、
字
大
定
前
、
字
新
坂
、
字
臍
ノ
谷
、
字
馬
道
口
、
字
土
沢
、
字
近
見
山
、
字
滝
ノ
上
、
字
東
坂

ノ
上
及
び
字
広
谷
に
限
る
。
）
、
小
島
町
（
字
谷
ノ
上
、
字
小
舟
、
字
大
舟
、
字
若
宮
、
字
南
島
、
字
西
中
沢
、
字
南
出
口
、
字
東
浜
、
字
芋
ヶ
谷
、
字
高
橋
、
字
小
判
田
、
字
神
田
、
字
沢
ノ
神
、
字
砂
田
、
字
抱
ノ
木
、
字
宮
ノ
谷
、

字
前
田
、
字
寂
円
、
字
本
田
、
字
前
ノ
谷
及
び
字
西
十
三
本
に
限
る
。
）
、
小
松
原
町
（
字
柄
沢
谷
、
字
浜
、
字
東
ノ
谷
、
字
中
ノ
谷
、
字
西
川
、
字
東
原
及
び
字
中
峠
に
限
る
。
）
、
寺
沢
町
（
字
向
坂
ヶ
谷
、
字
西
ノ
谷
及
び
字
内
原
に

限
る
。
）
、
東
七
根
町
（
字
松
前
、
字
山
頭
及
び
字
暗
リ
谷
に
限
る
。
）
、
西
七
根
町
（
字
南
浜
辺
、
字
東
浜
辺
、
字
北
浜
辺
、
字
谷
合
及
び
字
松
前
谷
に
限
る
。
）
、
高
塚
町
（
字
郷
中
、
字
寒
サ
、
字
西
方
、
字
荒
谷
及
び
字
名
操
に
限

る
。
）
、
伊
古
部
町
（
字
本
郷
、
字
北
椎
ノ
木
谷
、
字
南
椎
ノ
木
谷
、
字
小
鮒
ヶ
谷
、
字
大
欠
、
字
大
塚
、
字
下
り
及
び
字
批
把
ヶ
谷
に
限
る
。
）
、
東
赤
沢
町
（
字
西
方
部
、
字
東
横
根
、
字
茶
ノ
木
、
字
浜
屋
敷
、
字
観
音
堂
及
び
字
西

横
根
に
限
る
。
）
、
西
赤
沢
町
（
字
東
浦
、
字
大
堀
及
び
字
堀
尻
に
限
る
。
）
及
び
城
下
町
（
字
南
方
部
、
字
北
方
部
、
字
築
地
ノ
内
、
字
恵
下
及
び
字
味
噌
川
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
新
城
市
（
池
場
（
字
井
戸
入
、
字
上
貝
津
、
字
池

嶋
、
字
寺
沢
、
字
合
垂
石
、
字
下
日
向
、
字
下
日
陰
及
び
字
渡
津
呂
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
田
原
市
（
六
連
町
（
道
盤
、
中
郷
中
、
西
海
岸
、
西
郷
中
、
西
浜
田
、
西
谷
ノ
上
、
浜
田
境
、
浜
辺
、
東
海
岸
、
東
郷
中
、
東
浜
田
、
南

浜
辺
及
び
谷
ノ
上
に
限
る
。
）
、
大
草
町
（
雨
堤
、
高
砂
、
西
辷
り
、
西
ノ
谷
及
び
辷
り
に
限
る
。
）
、
南
神
戸
町
（
荒
子
、
遠
新
田
、
中
浜
辺
、
長
坂
、
東
浜
辺
、
東
屋
敷
、
方
辺
、
本
郷
東
及
び
南
浜
辺
に
限
る
。
）
、
東
神
戸
町
（
井
戸

島
、
三
軒
屋
、
中
島
及
び
南
松
に
限
る
。
）
、
芦
町
（
入
、
郷
津
、
西
浦
、
平
岩
、
前
畑
及
び
芦
西
に
限
る
。
）
、
野
田
町
比
留
輪
、
高
松
町
（
東
原
、
井
戸
屋
、
羽
根
、
中
瀬
古
、
尾
村
崎
、
宮
方
辺
、
西
脇
、
西
山
、
大
荒
古
、
東
島
、

名
幸
、
一
色
、
蝉
ヶ
沢
及
び
弥
八
島
に
限
る
。
）
、
赤
羽
根
町
、
池
尻
町
、
越
戸
町
、
若
見
町
、
亀
山
町
石
堂
山
、
伊
良
湖
町
（
耕
田
、
拾
歩
、
古
婦
下
、
深
田
、
深
田
下
、
赤
土
、
松
葉
田
、
長
池
、
渡
川
、
新
田
、
飛
越
、
白
川
、
萩

山
、
乗
越
、
宮
下
、
古
山
、
吹
埋
及
び
新
瓦
場
を
除
く
。
）
、
日
出
町
（
大
越
、
恋
田
及
び
耕
田
を
除
く
。
）
、
堀
切
町
（
唐
沢
、
下
太
郎
兵
衛
、
寺
左
夕
、
今
田
、
段
留
、
今
田
原
、
大
左
夕
、
左
夕
田
及
び
山
ノ
鼻
を
除
く
。
）
、
小
塩
津

町
（
下
武
者
詰
、
神
子
田
、
大
沢
、
油
田
、
上
馬
越
、
北
原
、
下
馬
越
、
北
田
新
田
、
南
田
新
田
、
下
ダ
レ
及
び
南
原
を
除
く
。
）
、
和
地
町
及
び
西
山
町
石
堂
山
に
限
る
。
）
、
北
設
楽
郡
設
楽
町
（
神
田
、
平
山
及
び
津
具
に
限
る
。
）
、

同
郡
東
栄
町
及
び
同
郡
豊
根
村
を
除
く
。
）
の
区
域

ハ
　
三
重
県
（
津
市
美
杉
町
太
郎
生
、
名
張
市
、
尾
鷲
市
、
熊
野
市
、
志
摩
市
（
阿
児
町
（
志
島
、
甲
賀
（
字
座
場
、
字
鴨
多
良
、
字
鶴
ケ
岡
及
び
字
大
鹿
谷
を
除
く
。
）
、
国
府
（
字
南
草
を
除
く
。
）
及
び
安
乗
に
限
る
。
）
、
大
王
町

（
波
切
（
字
寺
田
、
字
丸
田
、
字
大
井
、
字
田
神
、
字
老
、
字
砦
、
字
葉
直
、
字
経
塚
、
字
宝
門
、
字
天
白
、
字
今
崎
、
字
西
ノ
岡
、
字
谷
奥
、
字
西
村
、
字
中
村
、
字
小
路
町
、
字
須
場
、
字
石
干
谷
、
字
小
山
、
字
城
山
及
び
字
天

満
に
限
る
。
）
、
畔
名
及
び
名
田
に
限
る
。
）
及
び
磯
部
町
を
除
く
。
）
、
伊
賀
市
、
度
会
郡
（
大
紀
町
錦
及
び
南
伊
勢
町
に
限
る
。
）
、
北
牟
婁
郡
及
び
南
牟
婁
郡
を
除
く
。
）
の
区
域

三イ
　
京
都
府
の
区
域
の
う
ち
、
京
都
市
（
左
京
区
（
久
多
下
の
町
、
久
多
川
合
町
、
久
多
中
の
町
、
久
多
上
の
町
、
久
多
宮
の
町
、
大
原
小
出
石
町
、
大
原
百
井
町
、
大
原
大
見
町
及
び
大
原
尾
越
町
に
限
る
。
）
、
右
京
区
京
北
上
弓
削

町
八
丁
山
及
び
伏
見
区
（
醍
醐
一
ノ
切
町
、
醍
醐
二
ノ
切
町
及
び
醍
醐
三
ノ
切
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
宇
治
市
（
二
尾
（
蛸
ヶ
谷
、
天
狗
岩
、
長
瀬
及
び
蜷
子
谷
に
限
る
。
）
、
東
笠
取
（
稲
出
、
梅
谷
、
大
平
、
四
ノ
谷
、
蛇
ノ
畑
、

谷
ノ
奥
、
中
島
、
中
畑
、
中
山
、
平
出
、
別
所
出
及
び
水
釜
に
限
る
。
）
及
び
西
笠
取
（
赤
坂
、
下
荘
川
東
、
白
土
、
大
徳
、
中
島
及
び
仁
南
郷
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
亀
岡
市
、
城
陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、
京
田
辺

市
、
南
丹
市
（
日
吉
町
（
胡
麻
、
上
胡
麻
及
び
畑
郷
に
限
る
。
）
及
び
美
山
町
を
除
く
。
）
、
木
津
川
市
、
乙
訓
郡
、
久
世
郡
、
綴
喜
郡
井
手
町
、
同
郡
宇
治
田
原
町
（
大
字
禅
定
寺
（
字
高
尾
、
字
吹
上
、
字
釜
谷
、
字
大
小
高
月
及
び

字
大
田
原
に
限
る
。
）
及
び
大
字
奥
山
田
を
除
く
。
）
及
び
相
楽
郡
の
区
域

ロ
　
大
阪
府
の
区
域

ハ
　
兵
庫
県
（
豊
岡
市
、
丹
波
篠
山
市
（
藤
坂
字
峠
、
栗
柄
（
字
杉
ケ
谷
、
字
定
年
、
字
ユ
リ
ノ
下
、
字
鳥
巣
谷
、
字
定
利
ノ
坪
、
字
ユ
リ
ノ
下
坪
、
字
深
田
ノ
坪
、
字
繁
近
坪
、
字
角
田
ノ
坪
、
字
御
嶽
大
林
及
び
字
籠
畠
坪
に
限
る

。
）
、
川
阪
、
本
郷
、
遠
方
及
び
桑
原
に
限
る
。
）
、
養
父
市
、
丹
波
市
（
氷
上
町
大
崎
、
氷
上
町
北
野
、
氷
上
町
石
生
（
字
足
洗
、
字
尾
張
、
字
水
長
、
字
堺
、
字
澤
、
字
寺
谷
前
、
字
桧
前
、
字
佃
、
字
保
根
通
、
字
梨
尾
田
、
字
北
石

丸
、
字
箱
根
田
、
字
志
金
田
、
字
芝
木
輪
、
字
大
谷
口
、
字
坂
本
、
字
猪
ノ
尾
、
字
唐
洲
、
字
竹
原
、
字
下
久
手
、
字
上
久
手
、
字
梅
ノ
木
薮
、
字
志
原
、
字
安
井
嘉
、
字
豊
畑
、
字
池
ノ
川
、
字
赤
畑
、
字
瀧
山
、
字
杉
ノ
本
、
字
中

道
、
字
立
石
、
字
向
山
、
字
宿
畑
、
字
前
田
及
び
字
瓜
渓
に
限
る
。
）
、
春
日
町
及
び
市
島
町
に
限
る
。
）
、
朝
来
市
（
生
野
町
口
銀
谷
（
字
七
丁
目
、
字
西
山
、
字
古
城
山
及
び
字
城
山
の
下
を
除
く
。
）
、
生
野
町
新
町
、
生
野
町
奥
銀

谷
、
生
野
町
小
野
、
生
野
町
竹
原
野
、
生
野
町
上
生
野
、
生
野
町
黒
川
、
生
野
町
猪
野
々
、
生
野
町
白
口
、
生
野
町
円
山
（
字
口
垣
内
、
字
下
垣
内
、
字
フ
ド
ノ
、
字
中
嶋
、
字
奥
垣
内
及
び
字
屋
敷
に
限
る
。
）
、
生
野
町
真
弓
、
生
野

町
川
尻
及
び
生
野
町
栃
原
を
除
く
。
）
及
び
美
方
郡
を
除
く
。
）
の
区
域

ニ
　
奈
良
県
（
奈
良
市
（
月
ヶ
瀬
（
石
打
及
び
尾
山
に
限
る
。
）
、
都
祁
南
之
庄
町
（
旧
字
堂
ヶ
平
、
旧
字
嵩
山
、
旧
字
嵩
原
、
旧
字
奥
の
谷
及
び
旧
字
ホ
タ
ガ
山
に
限
る
。
）
、
都
祁
吐
山
町
、
都
祁
こ
ぶ
し
が
丘
、
都
祁
白
石
町
（
旧
字

池
の
谷
、
旧
字
ガ
ン
ダ
ニ
、
旧
字
カ
リ
谷
、
旧
字
混
谷
、
旧
字
シ
ブ
タ
ニ
、
旧
字
坊
谷
、
旧
字
タ
カ
ツ
カ
、
旧
字
畑
谷
、
旧
字
ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
旧
字
ト
ヒ
コ
エ
、
旧
字
カ
モ
リ
下
、
旧
字
カ
モ
リ
、
旧
字
カ
モ
リ
谷
、
旧
字
ス
リ
コ
バ
チ
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、
旧
字
中
道
、
旧
字
野
々
神
、
旧
字
赤
坂
、
旧
字
カ
ジ
シ
、
旧
字
ク
ロ
サ
カ
、
旧
字
ゲ
ラ
サ
カ
、
旧
字
多
田
池
の
上
、
旧
字
サ
ウ
ト
キ
、
旧
字
長
尾
、
旧
字
上
田
、
旧
字
墓
ヶ
谷
、
旧
字
ギ
タ
ク
ヨ
、
旧
字
上
ハ
キ
、
旧
字
貝
那
木
及
び

旧
字
子
コ
石
に
限
る
。
）
及
び
小
倉
町
旧
字
イ
ズ
ミ
谷
に
限
る
。
）
、
五
條
市
大
塔
町
、
宇
陀
市
（
大
宇
陀
（
牧
、
栗
野
及
び
田
原
に
限
る
。
）
、
榛
原
（
柳
及
び
角
柄
に
限
る
。
）
及
び
室
生
下
笠
間
字
ダ
イ
バ
ン
ド
を
除
く
。
）
、
山
辺
郡
山

添
村
（
大
字
岩
屋
及
び
大
字
毛
原
に
限
る
。
）
、
宇
陀
郡
、
吉
野
郡
天
川
村
、
同
郡
野
迫
川
村
、
同
郡
十
津
川
村
、
同
郡
下
北
山
村
及
び
同
郡
上
北
山
村
を
除
く
。
）
の
区
域

ホ
　
和
歌
山
県
の
区
域
の
う
ち
、
和
歌
山
市
、
海
南
市
、
橋
本
市
、
有
田
市
、
紀
の
川
市
、
岩
出
市
、
海
草
郡
、
伊
都
郡
、
有
田
郡
、
日
高
郡
日
高
町
（
大
字
小
坂
、
大
字
産
湯
、
大
字
阿
尾
、
大
字
方
杭
、
大
字
小
浦
、
大
字
津
久
野

、
大
字
比
井
及
び
大
字
志
賀
（
字
小
杭
、
字
古
小
杭
、
字
神
田
、
字
壱
町
田
、
字
名
草
、
字
五
反
田
、
字
畔
田
、
字
脇
ノ
田
、
字
芦
ケ
谷
、
字
越
ケ
谷
、
字
石
灘
、
字
石
田
、
字
川
久
保
、
字
大
谷
及
び
字
岩
戸
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）

及
び
同
郡
由
良
町
の
区
域

ヘ
　
岡
山
県
の
区
域

ト
　
広
島
県
（
三
原
市
大
和
町
篠
、
府
中
市
上
下
町
（
上
下
、
深
江
、
二
森
、
小
堀
、
小
塚
及
び
有
福
に
限
る
。
）
、
三
次
市
、
庄
原
市
（
西
城
町
（
平
子
字
丑
之
河
及
び
三
坂
（
字
市
場
、
字
岩
祖
及
び
字
永
金
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）

及
び
東
城
町
（
保
田
（
字
長
谷
及
び
字
白
滝
山
に
限
る
。
）
及
び
帝
釈
始
終
字
白
石
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
、
東
広
島
市
豊
栄
町
（
飯
田
及
び
吉
原
に
限
る
。
）
、
安
芸
高
田
市
（
八
千
代
町
（
上
根
（
字
市
裏
、
字
市
表
及
び
字
土
井
に
限

る
。
）
及
び
向
山
に
限
る
。
）
及
び
向
原
町
（
戸
島
（
字
割
石
、
字
八
東
戸
及
び
字
負
根
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
、
山
県
郡
北
広
島
町
（
後
有
田
、
有
田
、
古
保
利
、
石
井
谷
、
寺
原
、
春
木
、
今
田
、
有
間
、
舞
綱
、
中
山
、

川
戸
、
蔵
迫
、
惣
森
、
川
西
、
川
東
、
壬
生
、
川
井
、
丁
保
余
原
、
新
郷
、
南
方
（
字
上
畑
及
び
字
下
畑
を
除
く
。
）
、
木
次
、
本
地
、
新
氏
神
、
新
都
、
志
路
原
、
上
石
、
下
石
、
海
応
寺
、
高
野
字
大
谷
、
大
塚
、
大
朝
、
田
原
、
筏

津
、
新
庄
、
宮
迫
及
び
岩
戸
に
限
る
。
）
、
世
羅
郡
世
羅
町
（
大
字
別
迫
字
反
田
、
大
字
青
水
（
字
弁
城
を
除
く
。
）
、
大
字
黒
渕
、
大
字
津
口
（
字
野
原
を
除
く
。
）
、
大
字
戸
張
、
大
字
安
田
（
字
水
の
別
を
除
く
。
）
、
大
字
徳
市
、
大
字

小
国
、
大
字
黒
川
、
大
字
中
、
大
字
吉
原
、
大
字
上
津
田
、
大
字
下
津
田
、
大
字
長
田
及
び
大
字
山
中
福
田
に
限
る
。
）
及
び
神
石
郡
神
石
高
原
町
（
古
川
（
字
仁
後
及
び
字
間
谷
に
限
る
。
）
及
び
福
永
（
字
滝
合
及
び
字
見
後
に
限
る

。
）
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
区
域

チ
　
山
口
県
（
下
関
市
（
豊
田
町
（
大
字
杢
路
子
、
大
字
殿
居
、
大
字
佐
野
、
大
字
荒
木
、
大
字
一
ノ
俣
、
大
字
金
道
、
大
字
宇
内
、
大
字
八
道
、
大
字
鷹
子
及
び
大
字
浮
石
に
限
る
。
）
及
び
豊
北
町
（
大
字
神
田
上
、
大
字
神
田
（
神

田
特
牛
地
区
、
神
田
堀
越
地
区
、
神
田
鳴
滝
地
区
、
神
田
荒
田
地
区
及
び
神
田
大
川
地
区
に
限
る
。
）
、
大
字
北
宇
賀
（
北
宇
賀
上
畑
地
区
及
び
北
宇
賀
下
畑
地
区
を
除
く
。
）
及
び
大
字
矢
玉
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
、
山
口
市
（
阿
東
生

雲
東
分
、
阿
東
篠
目
、
阿
東
生
雲
西
分
、
阿
東
生
雲
中
、
阿
東
蔵
目
喜
、
阿
東
地
福
上
、
阿
東
地
福
下
、
阿
東
徳
佐
上
、
阿
東
徳
佐
中
、
阿
東
徳
佐
下
、
阿
東
嘉
年
上
及
び
阿
東
嘉
年
下
に
限
る
。
）
、
萩
市
、
長
門
市
（
渋
木
大
垰
区
及

び
俵
山
を
除
く
。
）
、
美
祢
市
美
東
町
赤
山
中
区
及
び
阿
武
郡
を
除
く
。
）
の
区
域

リ
　
徳
島
県
（
海
部
郡
（
美
波
町
赤
松
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
の
区
域

ヌ
　
香
川
県
の
区
域

ル
　
愛
媛
県
（
宇
和
島
市
（
三
間
町
及
び
津
島
町
（
御
内
、
槇
川
及
び
下
畑
地
（
上
槙
上
及
び
上
槙
下
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
上
浮
穴
郡
、
喜
多
郡
内
子
町
中
川
、
北
宇
和
郡
及
び
南
宇
和
郡
愛
南
町
（
深
浦
、
脇
本
、
中

玉
、
大
浜
、
柿
ノ
浦
、
敦
盛
、
岩
水
、
垣
内
、
古
月
、
鯆
越
、
久
良
、
正
木
、
増
田
、
小
山
、
中
川
、
広
見
、
満
倉
、
上
大
道
、
一
本
松
、
越
田
、
船
越
、
久
家
、
樽
見
、
福
浦
、
麦
ヶ
浦
、
弓
立
、
小
浦
、
樫
月
、
下
久
家
、
大
成
川

、
小
成
川
及
び
武
者
泊
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
区
域

ヲ
　
福
岡
県
の
区
域
の
う
ち
、
北
九
州
市
（
若
松
区
（
大
字
有
毛
（
字
赤
道
、
字
岩
名
、
字
海
老
川
、
字
高
尾
、
字
辻
、
字
西
ノ
上
及
び
字
浜
山
に
限
る
。
）
、
大
字
乙
丸
（
字
岩
河
内
、
字
大
牟
田
、
字
笠
松
、
字
小
牟
田
、
字
新
地
及

び
字
椎
牟
田
に
限
る
。
）
、
大
字
小
敷
（
字
太
閣
水
及
び
字
三
ツ
松
に
限
る
。
）
、
大
字
高
須
、
高
須
西
一
丁
目
、
高
須
西
二
丁
目
、
高
須
南
一
丁
目
か
ら
高
須
南
五
丁
目
ま
で
、
高
須
東
一
丁
目
か
ら
高
須
東
四
丁
目
ま
で
、
高
須
北
一
丁

目
か
ら
高
須
北
三
丁
目
ま
で
、
青
葉
台
西
三
丁
目
か
ら
青
葉
台
西
六
丁
目
ま
で
、
青
葉
台
南
一
丁
目
か
ら
青
葉
台
南
三
丁
目
ま
で
及
び
花
野
路
一
丁
目
か
ら
花
野
路
三
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
及
び
八
幡
西
区
（
大
字
浅
川
、
浅
川
台
一
丁

目
か
ら
浅
川
台
三
丁
目
ま
で
、
大
字
香
月
、
吉
祥
寺
町
、
大
字
楠
橋
、
大
字
木
屋
瀬
、
大
字
金
剛
、
大
字
笹
田
、
白
岩
町
、
自
由
ヶ
丘
、
大
字
野
面
、
大
字
畑
、
大
字
馬
場
山
、
浅
川
日
の
峯
一
丁
目
か
ら
浅
川
日
の
峯
四
丁
目
ま
で
、

小
嶺
台
二
丁
目
か
ら
小
嶺
台
四
丁
目
ま
で
、
浅
川
一
丁
目
、
浅
川
二
丁
目
、
藤
原
一
丁
目
か
ら
藤
原
四
丁
目
ま
で
、
船
越
一
丁
目
か
ら
船
越
三
丁
目
ま
で
、
下
畑
町
、
馬
場
山
東
一
丁
目
か
ら
馬
場
山
東
三
丁
目
ま
で
、
東
石
坂
町
、
池

田
一
丁
目
か
ら
池
田
三
丁
目
ま
で
、
石
坂
一
丁
目
か
ら
石
坂
三
丁
目
ま
で
、
香
月
中
央
一
丁
目
か
ら
香
月
中
央
五
丁
目
ま
で
、
香
月
西
一
丁
目
か
ら
香
月
西
四
丁
目
ま
で
、
上
香
月
一
丁
目
か
ら
上
香
月
四
丁
目
ま
で
、
茶
屋
の
原
一
丁

目
か
ら
茶
屋
の
原
四
丁
目
ま
で
、
馬
場
山
、
馬
場
山
西
、
馬
場
山
原
、
馬
場
山
緑
、
楠
橋
上
方
一
丁
目
、
楠
橋
上
方
二
丁
目
、
楠
橋
下
方
一
丁
目
か
ら
楠
橋
下
方
三
丁
目
ま
で
、
楠
橋
西
一
丁
目
か
ら
楠
橋
西
三
丁
目
ま
で
、
楠
橋
東
一

丁
目
、
楠
橋
東
二
丁
目
、
楠
橋
南
一
丁
目
か
ら
楠
橋
南
三
丁
目
ま
で
、
木
屋
瀬
一
丁
目
か
ら
木
屋
瀬
五
丁
目
ま
で
、
木
屋
瀬
東
一
丁
目
か
ら
木
屋
瀬
東
四
丁
目
ま
で
、
千
代
一
丁
目
か
ら
千
代
五
丁
目
ま
で
、
真
名
子
一
丁
目
、
真
名
子

二
丁
目
、
椋
枝
一
丁
目
、
椋
枝
二
丁
目
、
金
剛
一
丁
目
か
ら
金
剛
四
丁
目
ま
で
、
野
面
一
丁
目
、
野
面
二
丁
目
、
浅
川
学
園
台
一
丁
目
か
ら
浅
川
学
園
台
四
丁
目
ま
で
、
高
江
一
丁
目
か
ら
高
江
五
丁
目
ま
で
、
星
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
星

ヶ
丘
七
丁
目
ま
で
、
三
ツ
頭
一
丁
目
、
三
ツ
頭
二
丁
目
、
浅
川
町
、
岩
崎
一
丁
目
か
ら
岩
崎
四
丁
目
ま
で
及
び
楠
北
一
丁
目
か
ら
楠
北
三
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
行
橋
市
、
豊
前
市
、
田
川
郡
添
田
町
（
大
字
英
彦
山
（
字

タ
カ
ス
原
、
字
鷹
巣
原
、
字
山
犬
谷
、
字
高
住
社
鳥
井
脇
、
字
分
銅
石
及
び
字
尾
登
に
限
る
。
）
及
び
大
字
津
野
に
限
る
。
）
、
同
郡
赤
村
大
字
赤
（
字
雉
子
越
、
字
大
谷
、
字
下
ノ
東
大
谷
、
字
西
大
谷
下
ノ
切
、
字
汐
井
谷
及
び
字
別

府
を
除
く
。
）
、
京
都
郡
及
び
築
上
郡
の
区
域

ワ
　
大
分
県
の
区
域
の
う
ち
、
大
分
市
、
別
府
市
、
中
津
市
、
日
田
市
大
字
花
月
（
字
小
石
坂
、
字
源
太
郎
、
字
仙
道
、
字
小
塚
、
字
小
塚
の
上
、
字
杉
山
、
字
堂
田
、
字
仮
屋
、
字
梅
ノ
木
奥
、
字
梅
ノ
木
、
字
下
平
、
字
ツ
ヅ
ラ
山

、
字
闘
、
字
善
四
郎
及
び
字
柳
原
に
限
る
。
）
、
佐
伯
市
（
宇
目
、
米
水
津
及
び
蒲
江
を
除
く
。
）
、
臼
杵
市
、
津
久
見
市
、
竹
田
市
（
久
住
町
（
大
字
久
住
字
久
住
山
及
び
大
字
有
氏
（
字
九
重
山
、
字
鉢
ノ
久
保
及
び
字
大
船
山
に
限

る
。
）
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
豊
後
高
田
市
、
杵
築
市
、
宇
佐
市
、
豊
後
大
野
市
、
由
布
市
（
庄
内
町
阿
蘇
野
（
字
西
大
原
及
び
字
大
原
に
限
る
。
）
及
び
湯
布
院
町
川
西
字
野
稲
を
除
く
。
）
、
国
東
市
、
東
国
東
郡
、
速
見
郡
、
玖
珠

郡
九
重
町
大
字
田
野
（
字
扇
山
及
び
字
杖
立
ヶ
台
に
限
る
。
）
及
び
同
郡
玖
珠
町
（
大
字
森
（
字
東
奥
山
、
字
返
事
ヶ
尾
及
び
字
西
奥
山
に
限
る
。
）
、
大
字
日
出
生
（
字
千
間
原
、
字
人
見
嶽
、
字
伊
の
伏
、
字
堤
山
、
字
堤
、
字
浦
の

平
、
字
ス
イ
ケ
谷
、
字
柳
ヶ
迫
、
字
中
の
迫
、
字
田
尾
、
字
小
川
内
、
字
滝
の
尻
、
字
ス
キ
ウ
シ
峯
、
字
牧
ノ
原
、
字
吸
ヶ
潰
れ
、
字
後
迫
、
字
寺
ヲ
ク
、
字
横
枕
、
字
高
畑
、
字
丸
や
ぶ
、
字
山
田
、
字
高
平
、
字
笹
尾
、
字
川
平
、

字
尾
内
、
字
田
ブ
チ
、
字
奥
の
迫
、
字
城
山
、
字
本
村
、
字
辰
ヶ
鼻
、
字
竹
ノ
下
、
字
堀
の
首
、
字
水
川
平
、
字
扇
山
、
字
柳
ヶ
谷
、
字
奥
ム
タ
、
字
二
ツ
谷
、
字
栗
の
木
登
、
字
城
ヶ
嶽
、
字
石
飛
、
字
鹿
の
角
、
字
宝
蔵
寺
、
字
下

向
、
字
下
ノ
牧
、
字
浦
山
、
字
鍋
、
字
後
、
字
湯
舟
、
字
阿
子
洞
、
字
仏
の
塔
、
字
柿
の
木
、
字
平
、
字
ム
タ
、
字
笠
松
、
字
浅
尻
、
字
元
の
畑
、
字
柿
木
山
、
字
宇
戸
山
、
字
椛
の
木
、
字
下
宇
戸
、
字
中
宇
戸
、
字
潰
レ
坂
、
字
宇

戸
、
字
浦
、
字
谷
ノ
川
内
、
字
三
挺
弓
、
字
梅
の
木
谷
、
字
老
舞
、
字
代
官
櫃
、
字
ホ
ド
ウ
ド
、
字
石
塩
の
元
、
字
大
畑
、
字
川
底
、
字
園
田
、
字
滝
の
口
、
字
松
ヶ
田
尾
、
字
駄
原
、
字
蜂
の
巣
、
字
土
橋
、
字
小
野
、
字
栗
山
、
字

石
仏
、
字
小
野
山
、
字
井
の
窪
、
字
中
の
須
加
、
字
肉
ヶ
窪
、
字
塚
の
脇
、
字
走
り
落
、
字
久
保
田
、
字
庵
の
山
、
字
狐
迫
、
字
南
ヶ
原
、
字
丸
山
、
字
鶴
の
原
、
字
宮
の
上
、
字
小
原
及
び
字
下
日
出
生
に
限
る
。
）
、
大
字
太
田
字
鳥

屋
及
び
大
字
古
後
（
字
柚
ノ
木
、
字
下
河
内
、
字
長
田
、
字
平
原
、
字
中
野
、
字
道
の
迫
、
字
神
原
、
字
小
場
、
字
杉
山
、
字
原
、
字
専
道
及
び
字
梶
原
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
の
区
域

備
考
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一
　
こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

二
　
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
旧
字
と
い
う
名
称
を
含
む
も
の
は
、
当
該
区
域
に
お
い
て
広
く
通
用
し
て
い
る
名
称
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

別
表
第
三
（
第
五
条
関
係
）

一
　
別
表
第
一
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
鉱
業
（
石
炭
鉱
業
並
び
に
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
鉱
業
を
除
く
。
）
の
用
に
供
す
る
イ
及
び
ハ
の
施
設

二
　
別
表
第
一
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
石
炭
鉱
業
の
用
に
供
す
る
ロ
及
び
ハ
の
施
設

三
　
別
表
第
一
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
水
洗
炭
業
の
用
に
供
す
る
ロ
の
施
設

四
　
別
表
第
一
第
一
号
の
二
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設

五
　
別
表
第
一
第
五
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
み
そ
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ロ
及
び
ハ
の
施
設

六
　
別
表
第
一
第
五
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ニ
、
ホ
及
び
ヘ
の
施
設

七
　
別
表
第
一
第
七
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
て
ん
さ
い
糖
製
造
業
の
用
に
供
す
る
も
の

八
　
別
表
第
一
第
八
号
に
掲
げ
る
施
設

九
　
別
表
第
一
第
十
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
清
酒
製
造
業
の
用
に
供
す
る
イ
、
ロ
及
び
ニ
の
施
設

十
　
別
表
第
一
第
十
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
蒸
り
ゆ
う
酒
製
造
業
の
用
に
供
す
る
イ
、
ロ
及
び
ヘ
の
施
設

十
一
　
別
表
第
一
第
十
一
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
動
物
系
飼
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
ニ
の
施
設

十
二
　
別
表
第
一
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設

十
三
　
別
表
第
一
第
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
で
ん
粉
製
造
業
の
用
に
供
す
る
も
の

十
四
　
別
表
第
一
第
十
七
号
に
掲
げ
る
施
設

十
五
　
別
表
第
一
第
十
九
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
麻
紡
績
業
の
用
に
供
す
る
ハ
の
施
設

十
六
　
別
表
第
一
第
十
九
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
染
色
整
理
業
の
用
に
供
す
る
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
及
び
チ
の
施
設

十
七
　
別
表
第
一
第
二
十
号
に
掲
げ
る
施
設

十
八
　
別
表
第
一
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
パ
ル
プ
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
及
び
チ
の
施
設

十
九
　
別
表
第
一
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
紙
製
造
業
の
用
に
供
す
る
イ
及
び
チ
の
施
設

二
十
　
別
表
第
一
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
湿
式
繊
維
板
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ハ
、
ヘ
、
チ
及
び
ヌ
の
施
設

二
十
一
　
別
表
第
一
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
り
ん
酸
質
肥
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
イ
、
ハ
及
び
ニ
の
施
設

二
十
二
　
別
表
第
一
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
チ
の
施
設

二
十
三
　
別
表
第
一
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
施
設

二
十
四
　
別
表
第
一
第
三
十
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
業
の
用
に
供
す
る
イ
及
び
ロ
の
施
設

二
十
五
　
別
表
第
一
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
施
設

二
十
六
　
別
表
第
一
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
施
設

二
十
七
　
別
表
第
一
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
施
設

二
十
八
　
別
表
第
一
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設

二
十
九
　
別
表
第
一
第
五
十
一
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
ホ
の
施
設

三
十
　
別
表
第
一
第
五
十
二
号
に
掲
げ
る
施
設

三
十
一
　
別
表
第
一
第
五
十
八
号
に
掲
げ
る
施
設

三
十
二
　
別
表
第
一
第
六
十
四
号
及
び
第
六
十
四
号
の
二
に
掲
げ
る
施
設

三
十
三
　
別
表
第
一
第
六
十
五
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
伸
線
業
又
は
み
が
き
帯
鋼
、
み
が
き
棒
鋼
若
し
く
は
亜
鉛
鉄
板
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
も
の

三
十
四
　
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
三
か
ら
第
六
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設

三
十
五
　
別
表
第
一
第
六
十
八
号
の
二
に
掲
げ
る
施
設

三
十
六
　
別
表
第
一
第
六
十
九
号
及
び
第
六
十
九
号
の
二
に
掲
げ
る
施
設

三
十
七
　
別
表
第
一
第
七
十
一
号
の
二
及
び
第
七
十
一
号
の
三
に
掲
げ
る
施
設

三
十
八
　
別
表
第
一
第
七
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設

別
表
第
四
（
第
八
条
関
係
）

一
　
畜
産
農
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
豚
房
施
設
（
豚
房
の
総
面
積
が
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
牛
房
施
設
（
牛
房
の
総
面
積
が
一
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ハ
　
馬
房
施
設
（
馬
房
の
総
面
積
が
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
魚
類
養
殖
業
の
用
に
供
す
る
養
殖
施
設

21



三
　
共
同
調
理
場
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
一
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

四
　
弁
当
仕
出
屋
又
は
弁
当
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
一
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

五
　
飲
食
店
（
次
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
一
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

六
　
そ
ば
店
、
う
ど
ん
店
、
す
し
店
の
ほ
か
、
喫
茶
店
そ
の
他
の
通
常
主
食
と
認
め
ら
れ
る
食
事
を
提
供
し
な
い
飲
食
店
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
二
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

七
　
料
亭
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
飲
食
店
で
設
備
を
設
け
て
客
の
接
待
を
し
、
又
は
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
（
総
床
面
積
が
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

八
　
病
院
に
設
置
さ
れ
る
ち
ゆ
う
房
施
設
、
洗
浄
施
設
又
は
入
浴
施
設

九
　
卸
売
市
場
（
水
産
物
に
係
る
卸
売
場
の
面
積
が
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
主
と
し
て
漁
業
者
又
は
水
産
業
協
同
組
合
か
ら
出
荷
さ
れ
る
水
産
物
の
卸
売
の
た
め
そ
の
水
産
物
の
陸
揚
地
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
卸
売
市
場
で
、
そ

の
水
産
物
を
主
と
し
て
他
の
卸
売
市
場
に
出
荷
す
る
者
、
水
産
加
工
業
を
営
む
者
に
卸
売
す
る
者
又
は
水
産
加
工
業
を
営
む
者
に
対
し
卸
売
す
る
た
め
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
未
満
の
も
の
を
除
く
。
）
に

設
置
さ
れ
る
水
産
物
に
係
る
卸
売
場
又
は
仲
卸
売
場

十
　
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
用
に
供
す
る
洗
車
施
設
（
屋
内
作
業
場
の
総
面
積
が
六
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事
業
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

十
一
　
し
尿
浄
化
槽
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
の
表
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
処
理
対
象
人
員
が
五
〇
人
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）
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